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チェックリスト/計画シート	=>	WEB1

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、IBM	i	サーバーへ、フレームワークのウェブ・
アプリケーションを配布する際に必要になるステップを示しています。



WEB1,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作
業																																			

方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

LANSA	for	the	Webの
ライセンス

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

WAMのサ
ポート

WAMを使用する場合
は、IBM	XML	Toolkitを
入手してください。

	 	

フレーム
ワーク・
アプリ
ケーショ
ンの配布
の準備

配布準備が完了した実
行可能なフレームワー
ク・アプリケーション
が必要です。

詳細については、『フレー
ムワークガイド』の「フ
レームワーク・バージョン
の配布」を参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣

	

http://www.lansa.com/support/licensing/index.htm
javascript:void(0);openCHM('lansa048.chm::/lansa048_3430.htm','main');


量 に認識してもらう
詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。

javascript:void(0);openCHM('lansa048.CHM::/lansa/lansa048_0040.htm','main');


WEB1,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ
このステップを完了することにより、IBM	i	から配布する全てを含む
Bnn_ALLという名前の1つの複合セーブファイルを得ることができま
す。

ステップ 必要な作
業																																			

方法

ビルド番
号の割り
当て

リリースする実行環境
のビルド番号nnを割り
当ててください。その
番号は以下のステップ
でファイルの命名規則
で使用します。

	 	

VLF.NET
オブジェ
クトの組
み込みオ
プション

フレームワークを.NET
実行可能ファイルとし
てコンパイルする場合
は、選択したVLF.NET
機能を含めて保管する
必要があります。

配布パッケージに組み込む
VLF.NETオブジェクトを作
成を参照してください。

	

LANSA
サー
バー・オ
ブジェク
ト(IFSの
オブジェ
クトなど)
を組み込
む

サーバー・オブジェク
トを保管するために
セーブ・ファイルを作
成
下記の標準LANSAサー
バー・オブジェクトを
組み込んでください。

									イメージ

									Javascripts
									HTMLファイル
									XMLファイル

									CSSファイル

CRTSAVFコマンドでIBM	i
のセーブファイル
Bnn_IFS(nnはバージョン番
号)を作成します。
IBM	i	IFSのリストされた全
てのオブジェクトを、SAV
コマンドでこのセーブファ
イルに保管してください。
このセーブファイルは
LANSAとLANSA以外のオ
ブジェクトを含みます。一
般的なインストールでは、
イメージフォルダの全ての
ファイルを組み込みます。
SAVとRSTコマンドに関す

	



る参考を参照ください。
以下のファイルが組み込ま
れていることを確認してく
ださい。
VLF_FLA_<function>.js
VF_*.*
FP_*.*
UF*.*
さらにサーバー・オブジェ
クトを組み込んでくださ
い。
RAMPを使用している場合
は、パッケージのオブジェ
クトを含めてください。
「配布用にRAMP-TS画面定
義を準備」または
「配布パッケージにRAMP-
NLのオブジェクトを追加」
を参照してください。
VLF.NETアプリケーション
を配布している場合は、
「配布パッケージに
VLF.NETのオブジェクトを
追加」を参照してくださ
い。

LANSA以
外のオブ
ジェクト
の組み込
み

アプリケーションが
LANSA以外のオブジェ
クトを必要とする場合
は、それらを含むセー
ブファイルを作成して
ください。LANSA以外
のオブジェクトは:
									RPGプログラム

									DDSファイル

IBM	i	のLANSA以外のオブ
ジェクトを含むBnn_OM1、
Bnn_OM2、他のIBM	i	セー
ブファイルを必要に応じて
作成してください。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトをセーブファイル
Bnn_OM1、2、3、...nに
SAVOBJコマンドで保管して
ください。

	



									COBOLプログラム
									DB2ファイル

									データ・エリア

									データ・キュー

IBM	i	の
エクス
ポート・
リストを
作成

Bnn_ALLという名前の
LANSAエクスポート・
リストを作成してくだ
さい。

システム保守メニューでエ
クスポート・リストの処理
オプションを使ってエクス
ポート・リストを作成して
ください。

	

エクス
ポートリ
ストに
LANSAオ
ブジェク
トを登録

フィルタ、コマンドハ
ンドラ、その他の
LANSAオブジェクトを
登録してください。

エクスポート･リストの処理
メニューのオプションを使
用して、アプリケーション
で使用する全てのオブジェ
クトがエクスポート・リス
トに登録されていることを
確認してください。

	

エクス
ポート・
リストへ
のセーブ
ファイル
の組み込
み

エクスポート・リスト
に作成した保管ファイ
ルを追加してくださ
い。

オプション外部オブジェク
ト(LANSA以外)のリスト登録
を使用します。
ファイルの検索にはF20を使
用します。

	

全ての標
準フレー
ムワー
ク・オブ
ジェクト
をエクス
ポート・
リストに
登録

エクスポート・リスト
にオブジェクトを追加
する時に、F8を使用し
て総称選択をしてくだ
さい。

	
	

	 フィールド： FP_E*



FP_R*
UB*
UF_*
VF_*

	

	 ファイル	(ファイルの中
に含まれるデータを含
む):

FPTAB
VFPPF06
VFPPF07

	

	 プロセス/ファンクショ
ン:

UF_*
VF*

	

	 その他/LANSA以外:(タ
イプ*SRVPGM)

U_BIF985
	

	 ウェブHTMLコンポー
ネント:

FP_R*
UB_*
VF_*

	

	 ウェブレット: FP*
UB*
VLF_LAYOUT

	

	 Visual	LANSAコンポー
ネント:

FP_*
VF_AW*
VF_LW*
VF_SW*

	

	 エクスポート・リスト
を見直し、オブジェク
トが(必要に応じて)コン
パイルされエクスポー
トされるかを確認して
ください。

プロセス、ファンクショ
ン、VLコンポーネントなど
のコンパイル形式にYを指
定してください。
リストを保管(F19)してくだ
さい。

	

リストを
エクス
ポート

	 CRTSAVFコマンドを使用し
て、エクスポート・リスト
用にセーブファイル

	



Bnn_ALLを作成してくださ
い。
エクスポート・リストを
セーブファイルに、エクス
ポート･リストの処理メ
ニューのオプション7(=エク
スポート)でエクスポートし
てください。

	



SAVとRSTコマンドに関する参考

SAVとRSTコマンドは、セーブファイルのオブジェクトの保管と復元に
必要になります(SAVOBJとRSTOBJコマンドは、IBM	i	のライブラリにあ
るセーブ・オブジェクトに対して使用するもので、IFSオブジェクトに
対しては使用できません)。
次の例を検討してみましょう。

									SAVは、イメージフォルダとプライベートフォルダ
VLF_Private_Developmentから必要な大量のファイルを保管します。

									セーブファイルは、ディレクトリRAMP_Newlookにある全ての
RAMP-NLで配布されるcabファイルも含んでいます。

									ターゲットとなるセーブファイルはIFSSaveと呼ばれます。
以下のサンプルで自分専用のSAVコマンドを作成することもできます
が、コマンドにはパス、作成したセーブファイルの名前、サイトに必要
な全てのファイルが含まれ、パスについて正しいものであることを確認
してください。
コマンドラインから入力したい場合は、CALL	QCMDを実行してくださ
い。QCMDでF11を押すことで、SAVコマンドで多くのオブジェクトを
入力するスペースを得ることができます。
SAV	DEV('/QSYS.lib/QGPL.lib/B01_IFS.file')
OBJ(('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_FLA_*.js')
('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VF_*.*')
('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development/VF_*.*')
('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development/FP_*.*')
('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development/UF_*.*')
('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development/RAMP_NewLook/*'))
必要な全てのオブジェクトを指定するスペースが無い場合、1つ以上の
セーブファイルを作成してください。例えば、1つはイメージフォルダ
のオブジェクトのセーブファイル、もう1つはプライベート作業フォル
ダのオブジェクトのセーブファイルを作成することができます。
セーブファイルをDSPSAVFコマンドを使ってチェックしてください
(ディレクトリの中で最終的にファイルに到達するまでEnterを押してオ
ブジェクトを表示してください)。
IFSSaveで保管されたオブジェクトを他のIFSディレクトリの復元するた
めには、保管したディレクトリ毎に3つのRSTコマンドを使う必要があ
ります。RSTコマンドを実行する時に、ターゲットとなるディレクトリ



は予め存在している必要があることに注意してください。
以下のRSTコマンドはターゲット・システムに、イメージが保管された
ディレクトリと同じ名前のディレクトリに復元します。
RST	DEV('/qsys.lib/vlfpgmlib.lib/B01_IFS.file')
OBJ(('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images'))
以下のRSTコマンドはターゲット・システム上のVLF_Private_Production
というフォルダに、VLF_Private_Developmentとして保管されたオブジェ
クトを復元します。
RST	DEV('/qsys.lib/vlfpgmlib.lib/B01_IFS.file')
OBJ(('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development'
*INCLUDE	'/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Production'))
以下のRSTコマンドはターゲット・システムに、フォルダ
RAMP_Newlookを復元します。
RST	DEV('/qsys.lib/vlfpgmlib.lib/B01_IFS.file')
OBJ(('/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Development/RAMP_NewLook'
*INCLUDE
'/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Private_Production/RAMP_NewLook'))
以下のSAVコマンドは、axes/ts/screensフォルダーおよびプライベート作
業定義サブフォルダー内にあるscreens.jsnという名前のファイルを全て
ライブラリQGPL内のRAMPTSFという名前のセーブ・ファイルに保存し
ます。
SAV	DEV('/qsys.lib/qgpl.lib/RAMPTSF.file')	OBJ(('/axes/ts/screens/'))
PATTERN(('screens.jsn'))



WEB1,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動
いくつかのセーブファイルBnn_ALLを物理的に配布する方法がありま
す。

									IBM	i	用のテープ

									IBM	i	用のCD
									PC用のCD
									E-mail

									Webサイトからダウンロード



IBM	i	ファイルをPCに、あるいはPCから移動
XFLRTOSAVFとXSAVFTOFLRコマンドは、IBM	i	のセーブファイルを
PCへ(あるいは逆向きに)移動するのに便利です。例えば、配布サイクル
は次のようになります。

ステップ 必要な作業 方法 	

配布した
いセーブ
ファイル
をIFSの
PCファイ
ルに変換

XSAVFTOFLRコマンド
を使って、IFS上の
Bnn_ALL.SAVを
Bnn_ALLセーブファイ
ルから作成します。
QDLS(CRTDIRコマンド
を使って)ディレクトリ
にサブディレクトリを
作成する必要がありま
す。

XSAVFTOFLR
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	

PCのフォ
ルダに
ファイル
をコピー
して圧縮

Bnn_ALL.SAVをPCフォ
ルダにコピーして
Bnn_ALL.ZIPを作成し
ます。

	 	

ターゲッ
トシステ
ムに移動

Bnn_ALL.ZIPを移動。	-
コピー、e-mail、webサ
イトからのダウンロー
ド、CD、他

	 	

解凍 ターゲットで、
Bnn_ALL.SAVを得るた
めにBnn_ALL.ZIPを解
凍します。

	 	

IFSへコ
ピー

ターゲットシステムの
QDLSディレクトリのサ
ブディレクトリとして
フォルダを作成し、
Bnn_ALL.SAVをコピー

	 	



します。

セーブ
ファイル
を変換

XFLRTOSAVFを使用し
て、Bnn_ALL.SAVを
IBM	i	のBnn_ALLとい
う名前のセーブファイ
ルに変換します。
ファイルが、インポー
ト準備完了になりま
す。

XFLRTOSAVF
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	

							
	



WEB1,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール

ステップ 必要な作
業																																		

方法

IBM	i	サー
バーに
LANSA/AD
をインス
トール

LANSA	CDから
LANSA/ADをインス
トールします。
LANSAシステムが、配
布物を作成したシステ
ムと同じバージョン、
EPCレベルである必要
がある点に注意してく
ださい。
LANSA	for	the	Webもイ
ンストールします。

LANSA	IBM	i	オブジェクト
インストールガイドの指示
に従ってください。

	

VLF.NET
アプリ
ケーショ
ンを配布
する場合
は、
Microsoft
.NET
Framework
をエン
ド・ユー
ザーのPC
にインス
トール

「Microsoft	.NET
Frameworkをエンド・
ユーザーのPCにインス
トール」を参照してく
ださい。

	 	

ターゲッ
トシステ
ムで
LANSA
for	the
Webのイ

Web使用可能区画を確
認してください。
LANSA	for	the	Webのプ
ロセスかファンクショ
ンを実行してくださ
い。

	

javascript:void(0);openCHM('lansa040.chm','main');


ンストー
ルと稼動
確認

使用して
いるHTTP
サーバー
の構成が
Server
Side
Includesを
サポート
している
かを確認

例えば、HTTPサーバー
構成がDEVINSTである
場合、このコマンドは
IBM	i	コマンドラインで
次のように実行できま
す。

WRKHTTPCFG
DEVINST
構成の設定をざっと見
て、以下のようなエン
トリーが含まれている
ことを確めます。
Imbeds	On	html
エントリーがなけれ
ば、また追加する自信
がなければIBM	i	管理者
に連絡しエントリーを
追加してもらいます。
HTTPサーバー構成が変
更された場合、一般に
変更を反映するには、
一度停止し、再起動す
る必要があります。

	 	

交換リス
トの拡張
が有効で
あること
を確認

交換リストの拡張オプ
ションが選択されてい
る必要があります。

LANSA	for	the	Web	アドミニ
ストレータを使用して、
サーバー・システムに接続
してください。
ツール・メニューからシス
テムの構成を選択します。
その他タブを選択し、交換
リストの拡張が有効になっ

	



ている(チェック・ボックス
がチェックされている)こと
を確認します。

VLF.NET
を使用し
ている場
合は、
IBM	i
Apache
サーバー
の構成が
正しいこ
とを確認

IBM	i	Apacheサー
バーにあるMIME
タイプ制御表に対
して少々構成を変
更し、ファイルが
正しく保存される
ようにする必要が
ある場合がありま
す。

Apache管理ブラウザー・インター
フェース(ポート2001の*ADMINイ
ンスタンス)を使用して[コンテン
ツ設定]リンクをクリックしま
す。
[MIME]タブで、[追加]ボタンをク
リックし、次のコンテンツタイプ
のエントリーを追加します。
ファイル拡張子	-		値
application	-		application/x-ms-
application
manifest	-		application/x-ms-manifest
deploy	-		application/octet-stream
	
または、テキスト・エディターで
構成ファイルを編集する場合は、
関連するセクションに次の行を追
加します。
AddType	application/x-ms-
application	application
AddType	application/x-ms-manifest
manifest
AddType	application/octet-stream
deploy

	

フレー
ムワー
クにプ
ライ
ベート
作業
フォル
ダを作

Visual	LANSAのフレームワー
クをブラウザで実行するため
に、必要なファイルをアップ
ロードするプライベート作業
フォルダを作成する必要があ
ります。
ウェブ・サーバーのLANSA	for
the	Webイメージ・ディレクト

	 	

javascript:void(0);openCHM('lansa048.chm::/vlf1995.htm','main');


成 リのサブディレクトリにこの
ディレクトリを作成します。
例えば、IMAGESという名前の
LANSA	for	the	Webのイメー
ジ・ディレクトリ場合は、
<C:\Program	Files\
<LANSA>\Webserver\
IMAGES\VLF_Private_Folder>
を作成します。
プライベート作業ディレクト
リはウェブブラウザーからア
クセスできなければなりませ
ん。テストのために、次の
URLを入力します。
http://<your
host>/images/VLF_Private_Folder
<your	host>はLANSA	for	the
WebサーバーのIPアドレスで
す。

アプリ
ケーショ
ン・サー
バーに配
布物をイ
ンポート

LANSAインポート機能
を使用して、ターゲッ
ト・マシンの該当区画
にセーブファイル
Bnn_ALLから全てをイ
ンストールします。

LANSAのシステム保守メ
ニューの現行区画へのオブ
ジェクト・インポートオプ
ションを使用します。イン
ポートが成功したことを確
認します。

	

IFSオブ
ジェクト
の復元

Bnn_IFSから全てのオブ
ジェクトを、ターゲッ
トシステムのIFSのイ
メージとプライベート
作業フォルダに復元し
ます。
RAMP-NLを使用する場
合は、RAMPオブジェ
クトを復元してくださ
い。

RSTコマンドかCLプログラ
ムのコールを使用してくだ
さい。
SAVとRSTコマンドに関す
る参考を参照ください。
RAMP-TSを配布する場合
は、「配布ターゲットで
RAMP-TS画面定義をインス
トール」を参照してくださ
い。

	



非LANSA
オブジェ
クトの復
元

アプリケーションに非
LANSAオブジェクトが
ある場合、ターゲット
システムのIBM	i	の適切
なライブラリに
Bnn_OMnファイルから
全てを復元してくださ
い。

RSTOBJコマンドを使って
セーブファイルからライブ
ラリベースのオブジェクト
を復元してください。例え
ば以下のようになります。
RSTOBJ	OBJ(*ALL)
SAVLIB(B01_OM1)
DEV(*SAVF)
SAVF(B01_OM1)

	

一時
ファ
イル
を保
存す
る
ディ
レク
トリ
を作
成

フレーム
ワークの
一時ファ
イルを保
存する作
業フォル
ダを作成
する必要
がありま
す。
LANSA
for	the
Webイ
メージ・
ディレク
トリのサ
ブディレ
クトリに
このディ
レクトリ
(通常は
IMAGES)
を作成し
ます。

例えば、LANSA	for	the	Webイメージ・ディレクトリの
名前がIMAGESの場合、IBM	i	に作成するディレクトリ
は:
/LANSA_vlfpgmlib/webserver/images/VLF_Temporary_Files
詳細はテンポラリ・ディレクトリとは何か、また何に利
用されるかを参照してください。

一時
ディレ
クトリ

例えば、VLF_Temporary_Filesを
実際のディレクトリIMAGES、
あるいはLANSAIMG(11.0以前
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がウェ
ブブラ
ウザか
らアク
セスで
きるこ
とを検
証

のLANSA)のサブディレクトリ
として作成した場合、インター
ネット・ブラウザのアドレス・
バーで以下を入力します。
http://your
host/images/VLF_Temporary_Files
<your	host>はLANSA	for	the
WebサーバーのIPアドレスで
す。
ブラウザはディレクトリ
IMANGES、あるいは
LANSAIMG内のディレクトリ
VLF_Temporary_Filesの内容を表
示します。
注：使用しているウェブ・サー
バーは、実ディレクトリ名
LANSAIMGを仮想のディレクト
リ名/IMAGES/に翻訳します。

システ
ム設定
のため
に管理
者コン
ソール
を実行

管理者コンソールを使っ
てシステム設定のメンテ
ナンスと一時状態のデー
タをクリアします。
管理者コンソールを実行
するには、Internet
Explorerのワークステー
ションで、以下のURLを
実行します。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0402+
<ppp>
ここで、your	hostは
LANSA	for	the	Webサー
バーのIPアドレスで、
<ppp>は使用する区画で

システム設定を使用
フレームワークは使用可能で
すか?:はい
Apache	Webサーバー:はい
フレームワーク使用不可時の
メッセージ:この区画を使用す
るフレームワークすべてが無
効になったときにユーザーに
表示するメッセージ
テンポラリ・ファイルの物理
ディレクトリ:
/lansaimg/VLF_Temporary_Files/
テンポラリ・ファイルの仮想
ディレクトリ:
/images/VLF_Temporary_Files/
SSI(サーバー・サイド・イン

	



す。
値の検査と保存ボタンを
クリックしてこれらのシ
ステム設定を保存してく
ださい。最終的なWeb
フォームは実行したすべ
てのテストに合格する必
要があります。

クルード)の使用:はい
詳細は管理者コンソールを実
行を参照してください。

ソフトウ
エアのイ
ンストー
ルを確認

LANSA	for	the	Webコン
ポーネントのインストー
ルまたはアップグレード
が正しいか検証するに
は、Internet	Explorerを起
動し以下のURLを実行し
ます。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0401+
<ppp>
結果のウィンドにインス
トールされたフレーム
ワークの詳細が表示され
ます。

	 	

フ
レー
ム
ワー
ク・
アプ
リ
ケー
ショ
ンの
実行

フレームワーク・アプリケー
ションを実行します。
アプリケーションを配布した
区画を明示的に指示する必要
があります。指示しない場合
は、開発区画に対してフレー
ムワークを実行することにな
ります。
指示するには、右側のサンプ
ルのように区画の名前をURL
に指定するか、
vf_Sy001_System_xxx_xxx.htm

通常、起動URLは以下のサンプルのようなフォーマット
です。
http://nnn.nnn.nnn.nnn/../vf_Sy001_System_ENG_BASE.htm?
partition=ppp
例えば以下のようになります。
http://<your
host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
partition=mpx
アプリケーションが実行できない場合は、x_err.logの
メッセージを参照しトレースを実行してください。例え
ば以下のようになります。
http://<your
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ファイルを開き、変数var
__Partition	settingの値がその
区画を示すように変更しま
す。
『フレームワーク	ガイド』
のトピック「配布したVLF
Web	ブラウザ・アプリケー
ションを起動するためのURL
が複雑すぎるため、ユーザー
がブラウザーに正確に入力で
きない」も参照してくださ
い。

host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
trace=y+developer=y
『フレームワーク	ガイド』の「Webアプリケーションの
開始オプション」を参照し、アプリケーションの起動時
に何が実行できるのかを確認します。
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WEB1,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティの考
慮事項

ウェブブラウザからの
アクセスに対して、い
くつかの重要ファイル
を読み取り専用にする
ことを検討してくださ
い。
一般的には、フォルダ
レベルでウェブサイト
管理者が設定します。
例えば、XMLシステム
定義ファイルと
Javascriptファイルは最
低限、常に個別、ある
いは不正に内容を変更
されないようにフォル
ダベースで読み取り専
用にセットアップすべ
きです。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	

	



チェックリスト/計画シート	=>	WEB2A

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、LANSAシステムがWindowsマシンで、ウェブ・
サーバーがWindowsの場合に、フレームワークのウェブアプリケーショ
ンを配布する際に必要になるステップを示しています。



WEB2A,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

LANSA	for	the	Webの
ライセンス
Windowsアプリケー
ション・サーバー上
にライセンスが必要
です。
WindowsのWebサー
バー・マシン上にラ
イセンスは不要で
す。

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

WAMのサ
ポート

WAMを使用する予定の
場合、Internet	Explorer
V6.0以降、および
MSXML	4.0SP2パー
サーがインストールさ
れている必要がありま
す。

	 	

フレーム
ワーク・
アプリ
ケーショ
ンの配布
の準備

配布準備が完了した実
行可能なフレームワー
ク・アプリケーション
が必要です。

詳細については、『フレー
ムワークガイド』の「フ
レームワーク・バージョン
の配布」を参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
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小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WEB2A,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ

ステップ 必要な作業 方法

ビルド番
号の割り
当て

リリースする実行環境
のビルド番号nnを割り
当ててください。その
番号は以下のステップ
でファイルの命名規則
で使用します。

	 	

VLF.NET
オブジェ
クトの組
み込みオ
プション

フレームワークを.NET
実行可能ファイルとし
てコンパイルする場合
は、選択したVLF.NET
機能を含めて保管する
必要があります。

配布パッケージに組み込む
VLF.NETオブジェクトを作
成を参照してください。

	

サー
バー・オ
ブジェク
トの圧縮

圧縮ファイルを作成
し、全ての標準サー
バー・オブジェクトと
自分のサーバー・オブ
ジェクトを組み込みま
す。

									イメージ

									Javascripts
									HTMLファイル
									XMLファイル

									CSSファイル
									DLL

例えばBnn_Webserver.zip(nn
はバージョン番号)のよう
な、.zipファイルを作成し
て、LANSA	for	the	Webのイ
メージフォルダとプライ
ベート作業フォルダ(通常イ
メージフォルダの下に存在)
のファイルを組み込みま
す。
以下のファイルが組み込ま
れていることを確認してく
ださい。
VLF_FLA_<function>.js
VF_*.*
FP_*.*
UF*.*
さらにサーバー・オブジェ
クトを組み込んでくださ
い。
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VLF.NETアプリケーション
を配布している場合は、配
布パッケージにVLF.NETの
オブジェクトを追加を参照
ください。
典型的なインストールで
は、イメージフォルダの全
てのファイル(プライベート
作業ファイルを含む)を組み
込むので、イメージフォル
ダの全てを単純に圧縮する
ことができます。
しかし、同じディレクトリ
名を使用していない場合に
は、ターゲットマシンの正
しいディレクトリに配置す
ることが重要であるため、
二つの圧縮ファイルを作成
してください。	-	1つはイ
メージフォルダのオブジェ
クト(プライベート作業フォ
ルダのイメージを除く)を組
み込み、もう1つはプライ
ベート作業フォルダのファ
イルを組み込みます。

配布ツー
ルの開始

Visual	LANSAにログイ
ンして配布ツールを開
始してください。

Visual	LANSAを開始して配
布したいアプリケーション
を含むパーティションにロ
グインしてください。
使用するユーザー・プロ
ファイルが、配布オブジェ
クトに対する権限を持って
いるかどうか確認してくだ
さい。
ツールメニューから、配布
ツールコマンドを選択しま
す。Visual	LANSA配布ツー

	



ルのメイン・ウィンドウが
開きます。

配布ツー
ルのアプ
リケー
ションと
パッケー
ジを作成

配布ツールでアプリ
ケーションとパッケー
ジを作成してくださ
い。
テンプレートを使用し
ないでください。

ツールバーのNewのボタン
をクリックするか、アプ
リーションメニューの新規
作成コマンドを選択してく
ださい。
アプリケーションの明細を
入力
OKをクリックします。パッ
ケージを作成するためのプ
ロンプトが表示されます。
パッケージの詳細を入力し
てOKをクリックします。
パッケージのコントロール
パネルが表示されます。

	

配布オプ
ションの
設定

パッケージの配布オプ
ションを自己解凍Zipに
設定してください。
別の配布オプションを
選択した場合は、この
チェック・リストは機
能しません。

オプションボタンをクリッ
クすると配布オプションの
ウインドーが表示されま
す。

	

パッケー
ジ設定の
指定

Visual	LANSAがインス
トールされたシステ
ムに配布される場合
は、実行オブジェク
ト同様にLANSAの
コードも選ぶことが
できます。

									開発環境へ配布

[パッケージの設定]ウィン
ドウを表示するためにツー
ルバーの[パッケージの設
定]ボタンをクリックしま
す。

	

どのパラ
メータを

パッケージがインス
トールされる時にセッ

例えば、ターゲットのディ
レクトリをオプションにす 	



プロンプ
トするか
決定

トアップ・パラメータ
をプロンプトしたい場
合は、パラメータを選
択してX_STARTのプロ
ンプトあるいはセット
アップ中のプロンプト
のオプションをチェッ
クしてください。
LANSAがインストール
されたシステムに配布
される場合は、一般的
に、省略値の値を利用
できます。

る場合は、パラメータをダ
ブルクリックして表示され
たウィンドでセットアップ
中のプロンプトのチェック
ボックスを選択してくださ
い。

データ
ベースを
構成

ターゲットシステムに
インストールされる
データベースの名前を
データソース名(DBII=)
に指定するか、セット
アップ中のプロンプト
をチェックしてくださ
い。
データベースのユーザ
IDとパスワードが正し
いかも確認してくださ
い。
インストールされてい
るAdaptive	Server
Anywhereデータベース
と、Adaptive	Server
Anywhereオプション
チェックを選択しない
でください。

	
	

LANSAプ
ログラム
の追加

アプリケーションの全
てのLANSAプログラム
を追加
Add	forms	starting	with

リポジトリオブジェクトの
選択ボタンをクリックしま
す。組み込みたいオブジェ
クトを右側のエリアにド

	



FP_*,	UF_*	and	VF_*.
Add	reusable	parts
starting	with	FP_*,	UF_*
and	VF_*.
FP_R*、UB*、VF_*で
始まるWebコンポーネ
ントを全て追加してく
ださい。
FP*、UB*、
VLF_LAYOUTで始ま
る、Webletを追加して
ください
(デモンストレーション
のシステムを実行した
い場合は、DM_*と
DW*で始まる全ての
フォームと再利用可能
パーツ、およびプロセ
スDF_PROC、必要であ
れば*.htm、*.bmpや
*iconファイルを組み込
んでください)
プロセスVF_PR001、
VF_PR002、
VF_PR004、
UF_SYSWB、
UF_SYSBRと配下の
ファンクションを組み
込んでください。

ラッグしてください。
次に右側の全てのオブジェ
クトを選択して、選択した
コンポーネントの上の相互
参照のアイコンを選択して
ください。新しいダイアロ
グが開いて、クロスリファ
レンスの設定を選択するこ
とができます。
必要な全てのオブジェクト
タイプが選択されているこ
とを確認してください。

他の
フ
レー
ム
ワー
ク
オブ

区画の実行ディレクトリ（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_DEM\execute）
でXMLファイルを探します。
以下のファイルをパッケージに追加します(フレー
ムワークの定義ファイルを別の名前で保管してい
る場合は、相当するXMLファイルを追加してくだ
さい)。

他オブジェクト・オプ
ション・タブを表示しま
す。
LANSA以外のオブジェク
トをダブルクリックして
オブジェクトを閲覧しま
す。現在使用している



ジェ
クト
の追
加

									vf_sy001_system.xml
									vf_sy001_users.xml	(使用している場合)

									vf_sy001_servers.xml
									vf_sy001_tables.xml
省略値の仮想クリップボードの内容を配布したい
場合は、
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.dat、ある
いはVF_User_Virtual_Clipboard_Default.datの一方か
両方を選択してください。

LANSAシステムを閲覧し
ていることを確認してく
だい。
配布ツールは、デフォル
トでは現在使用している
システムや区画に設定さ
れないため、手動で選択
する必要があります。
オブジェクトを選択し、
OKを押してください。
オブジェクトがインス
トールされるパスを設定
してください。

									DFTPATH
Path	Id(例えば、
*PART_DIR_EXECUTE)
を使用してください。

自分のオ
ブジェク
トの組み
込み

アプリケーションの中
の自分のオブジェクト
(フィルター、コマンド
ハンドラー他)、多国語
変数、システム変数、
メッセージファイル、
ファイル、プロセス、
ファンクション、イ
メージなどを追加して
ください。

ツールバーのリポジトリオ
ブジェクトの選択ボタンを
クリックします。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトが、ターゲットマ
シンの正しいインストール
パスに設定されていること
を確認してください。

	

ウェブ・
サーバー
のオブ
ジェクト
の組み込
み

Bnn_Webserver.zipファ
イルか、イメージファ
イルとプライベート
フォルダに以前に保管
するために作成した
ファイルを追加してく
ださい。

他オブジェクト・オプショ
ン・タブを表示します。
LANSA以外のオブジェクト
をダブルクリックしてオブ
ジェクトを閲覧します。

	



ターゲットシステムに
パッケージをインス
トールする際に、圧縮
ファイルはターゲット
LANSAシステムの実行
区画のフォルダに置か
れることに注意してく
ださい。

アイコン
の追加

ターゲットマシンに、
パッケージがインス
トールされる時に作成
するショートカットに
使用されるアイコンを
追加してください。

パッケージ制御パネルの
ツールバーのアプリケー
ションアイコンボタンをク
リックしてください。アイ
コンを選択してください。

	

デスク
トップの
設定

デスクトップの設定を
必要に応じて選択して
ください。

例えば、以下のオプション
が上げられます。

									アプリケーション	フォ
ルダの作成

									通信アドミニストレー
ションのショートカット
の作成

									ライセンスの保守の
ショートカット作成

									ODBC	アドミニスト
レーションのショート
カットの作成

	

パッケー
ジの保管

定義を保存してくださ
い。

	 	

パッ
ケー
ジの
作成

クリックしてパッケージを作成してくださ
い。
アプリケーション・パッケージはX_PKGSに作
成されます（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\X_PKGS）。

オプション
メニューで
パッケージ
のチェック
オプション

	



を選択しま
す。エラー
が見つから
なかったと
いうメッ
セージでな
ければなり
ません。
生成ボタン
をクリック
します。
パッケージ
のコンパイ
ルが完了す
るまで待ち
ます。
使用中の
パーティ
ションで、
全ての
RDMLXが
利用可能に
なっていな
いと、いく
つかのdllの
コピーが失
敗したとい
うメッセー
ジが表示さ
れることに
注意してく
ださい。
メッセージ
を無視して
ください。



WEB2A,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動

ターゲッ
トシステ
ムへ配布
物を移動

パッケージ・フォルダ
の自己解凍Zipファイル
(packagename.exe)をCD
やネットワーク・サー
バーなどのメディアに
コピーしてください。
(注記：パッケージ・
ディレクトリの全部を
コピーしないでくださ
い。)

	 	



IBM	i	ファイルをPCに、あるいはPCから移動
XFLRTOSAVFとXSAVFTOFLRコマンドは、IBM	i	のセーブファイルを
PCへ(あるいは逆向きに)移動するのに便利です。例えば、配布サイクル
は次のようになります。

ステップ 必要な作業 方法 	

配布した
いセーブ
ファイル
をIFSの
PCファイ
ルに変換

XSAVFTOFLRコマンド
を使って、IFS上の
Bnn_ALL.SAVを
Bnn_ALLセーブファイ
ルから作成します。
QDLS(CRTDIRコマンド
を使って)ディレクトリ
にサブディレクトリを
作成する必要がありま
す。

XSAVFTOFLR
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	

PCのフォ
ルダに
ファイル
をコピー
して圧縮

Bnn_ALL.SAVをPCフォ
ルダにコピーして
Bnn_ALL.ZIPを作成し
ます。

	 	

ターゲッ
トシステ
ムに移動

Bnn_ALL.ZIPを移動。	-
コピー、e-mail、webサ
イトからのダウンロー
ド、CD、他

	 	

解凍 ターゲットで、
Bnn_ALL.SAVを得るた
めにBnn_ALL.ZIPを解
凍します。

	 	

IFSへコ
ピー

ターゲットシステムの
QDLSディレクトリのサ
ブディレクトリとして
フォルダを作成し、
Bnn_ALL.SAVをコピー

	 	



します。

セーブ
ファイル
を変換

XFLRTOSAVFを使用し
て、Bnn_ALL.SAVを
IBM	i	のBnn_ALLとい
う名前のセーブファイ
ルに変換します。
ファイルが、インポー
ト準備完了になりま
す。

XFLRTOSAVF
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	



WEB2A,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール
多くのWindowsウェブ・サーバーとWindowsアプリケーション・サー
バーの構成は、2つのマシンで構成されることに注意してください。

ステップ 必要な作業 方法

Visual
LANSAを
CDからイ
ンストー
ル

ターゲット・アプリ
ケーション・サーバー
でVisual	LANSAを、独
立ワークステーション
か独立サーバーでイン
ストールしてくださ
い。
インストール中の区画
の初期化ダイアログで
以下を選択してくださ
い。

									Visual	LANSAフ
レームワーク

									ウェブを有効にす
る

									LANSAインストー
ルをテストするため
にデモストレーショ
ン・システムも選択
することができま
す。

注：アプリケーション
でWAMを使用している
場合に、Visual	LANSA
を最初にインストール
し、区画をRDMLXに構
成して、開発環境のロ
グオン画面から区画の
初期化オプションを
使ってVisual	LANSAフ

省略値の設定を採用
詳細は『Windows	LANSAイ
ンストールガイド』とVisual
LANSAフレームワーク	ガイ
ドを参照ください。
Visual	LANSAフレームワー
クを構成する必要はありま
せん。フレームワーク・オ
ブジェクトをVisual	LANSA
システムに単純にインポー
トしてください
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レームワークをイン
ポートしてください。

VLF.NET
アプリ
ケーショ
ンを配布
する場合
は、
Microsoft
.NET
Framework
をエン
ド・ユー
ザーのPC
にインス
トール

「Microsoft	.NET
Frameworkをエンド・
ユーザーのPCにインス
トール」を参照してく
ださい。

	 	

Windows
サーバー
にLANSA
for	the
WebをCD
からイン
ストール

ターゲットのWindows
サーバーで以下をイン
ストールしてくださ
い。

									LANSA	for	the	Web
サーバー

									LANSA	for	the	Web
アドミニストレータ

Visual	LANSAと同じディレ
クトリにインストールして
ください。複数のLANSAシ
ステムがある場合、LANSA
for	the	Webシステムと同じ
LANSA構成を使用してくだ
さい。
省略値の設定を採用
詳細はLANSA	Windowsオブ
ジェクトインストールガイ
ドを参照してください。

	

ウェブの
ライセン
スがある
ことを確
認

ターゲット・アプリ
ケーション・サー
バーにウェブライセ
ンスがあることを確
認してください。

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

LANSA 1.	IISが稼動している 詳細はMicrosoft	IISおよびIIS 	
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for	the
Webを構
成

か、ウェブ・サーバー
のブラウザに以下の
URLを入力して確認:
http://localhost

プラグインを参照くださ
い。
問題がある場合は、コマン
ドウィンドでiisresetコマン
ドを使用してください。

	 2.	Microsoft	Windows
Script	Host	(WSH)が
wscript.exeでインストー
ルされているか確認

	 	

	 3.	Windowsデータ/アプ
リケーション・サー
バー上でのLANSAリス
ナーの構成

Windowsデータ/アプリケー
ション・サーバー上での
LANSAリスナーの構成のス
テップに従ってください。

	

	 4.	Windowsデータ/アプ
リケーション・サー
バー上でのユーザーの
作成

Windowsデータ/アプリケー
ション・サーバー上での
ユーザの作成のステップに
従ってください。

	

	 5.	データ/アプリケー
ション・サーバーの構
成

データ/アプリケーション・
サーバーの構成のステップ
1、2に従ってください。

	

	 6.	データ/アプリケー
ション・サーバーとの
IISプラグインの通信を
確認

データ/アプリケーション・
サーバーとのIISプラグイン
の通信の構成に従ってくだ
さい。

	

	 7.	ウェブ・サーバーが
使用可能であることの
確認

	

ターゲッ
トシステ
ムで
LANSA
for	the
Webのイ

Web使用可能区画を確
認してください。
LANSA	for	the	Webのプ
ロセスかファンクショ
ンを実行してくださ
い。

LANSA	for	the	Webの検査を
参照してください。
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ンストー
ルと稼動
確認

LANSA
for	the
Webが
Server
Side
Includeが
構成され
ているか
確認

LANSA	for	the	Webアド
ミニストレータを使用
して、システムがSSIを
使用することを設定し
てください。

LANSA	for	the	Webアドミニ
ストレータを開始して、
ローカル構成を開いてくだ
さい。ツールメニューから
システム保守オプションを
選択してください。
正しいLANSAシステム選択
して、変更ボタンをクリッ
クしてください。Server	Side
Include	(SSI)サポートの
チェックボックスがチェッ
クされていることを確認し
てください。

	

フレー
ムワー
クにプ
ライ
ベート
作業
フォル
ダを作
成

Visual	LANSAのフレームワー
クをブラウザで実行するため
に、必要なファイルをアップ
ロードするプライベート作業
フォルダを作成する必要があ
ります。
ウェブ・サーバーのLANSA	for
the	Webイメージ・ディレクト
リのサブディレクトリにこの
ディレクトリを作成します。
例えば、IMAGESという名前の
LANSA	for	the	Webのイメー
ジ・ディレクトリ場合は、
<C:\Program	Files\
<LANSA>\Webserver\
IMAGES\VLF_Private_Folder>
を作成します。
プライベート作業ディレクト
リはウェブブラウザーからア
クセスできなければなりませ

そのフォルダの内容を
見ることができない場
合は、そのディレクト
リをウェブ・ブラウザ
でブラウズできるよう
にする必要がありま
す。
IISウェブ・サーバーの
場合:
									コントロールパネ
ルの管理ツールでイ
ンターネット・イン
フォメーション・
サービスを開いてく
ださい。

									ウェブサイトのリ
ストからイメージを
選択してください。

									ディレクトリのプ
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ん。テストのために、次の
URLを入力します。:
http://<your
host>/images/VLF_Private_Folder
<your	host>はLANSA	for	the
WebサーバーのIPアドレスで
す。

ロパティで、ディレ
クトリの参照ボック
スをチェックしてく
ださい。

一時ファ
イルを保
存する
ディレク
トリを作
成

フレームワークの一時
ファイルを保存する
ディレクトリを作成す
る必要があります。
LANSA	for	the	Webイ
メージ・ディレクトリ
のサブディレクトリに
このディレクトリ(通
常はIMAGES)を作成し
ます。

例えば、LANSA	for	the	Webイ
メージディレクトリの名前が
IMAGESの場合、作成する
ディレクトリは:
<C>:\Program	Files\
<LANSA>\Webserver\
IMAGES\VLF_Temporary_Files
詳細はテンポラリ・ディレク
トリとは何か、また何に利用
されるかを参照してくださ
い。

	

一時
ディレ
クトリ
がウェ
ブブラ
ウザか
らアク
セスで
きるこ
とを検
証

例えば、VLF_Temporary_Filesを
実際のディレクトリIMAGES、
あるいはLANSAIMG(11.0以前
のLANSA)のサブディレクトリ
として作成した場合、インター
ネット・ブラウザのアドレス・
バーで以下を入力します。
http://your
host/images/VLF_Temporary_Files
<your	host>はLANSA	for	the
WebサーバーのIPアドレスで
す。
ブラウザはディレクトリ
IMANGES、あるいは
LANSAIMG内のディレクトリ
VLF_Temporary_Filesの内容を表
示します。
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注：使用しているウェブ・サー
バーは、実ディレクトリ名
LANSAIMGを仮想のディレクト
リ名/IMAGES/に翻訳します。

配布物を
インス
トール

LANSAシステムをイン
ストールしたディレク
トリ(例えばC:\Program
Files\<LANSA>)に、
パッケージの.EXEファ
イルを実行してパッ
ケージをインストール
してください。
WinZipの自己解凍機能
(WinZip製品のライセン
スとは別)がパッケージ
を作成したマシンにイ
ンストールされている
場合は、アプリケー
ションが自動的にイン
ストールされます。
インストールが完了す
ると、デスクトップの
設定により、アプリ
ケーションのスタート
アップ・フォルダーが
作成されます。
アプリケーションが利
用可能になります。
インストール中に問題
が生じた場合は、パッ
ケージをインストール
しているディレクトリ
のdpinstal.logとテンポラ
リ・ディレクトリのロ
グをチェックしてくだ
さい。

	 	



ウェブ・
サーバー
にサー
バーの
ファイル
を解凍

Bnn_webserver.zipファイ
ルを解凍し、適宜
imagesフォルダとプラ
イベート作業フォルダ
に移動してください。

ファイルを正しいディレク
トリに置くことが重要で
す。

	

シス
テム
設定
のた
めに
管理
者コ
ン
ソー
ルを
実行

管理者コンソールを使っ
てシステム設定のメンテ
ナンスと一時状態のデー
タをクリアします。
管理者コンソールを実行
するには、Internet
Explorerのワークステー
ションで、以下のURLを
実行します。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0402+
<ppp>
ここで、your	hostは
LANSA	for	the	Webサー
バーのIPアドレスで、
<ppp>は使用する区画で
す。
値の検査と保存ボタンを
クリックしてこれらのシ
ステム設定を保存してく
ださい。最終的なWeb
フォームは実行したすべ
てのテストに合格する必
要があります。

コンソールを表示できない場合、通信アドミニス
トレータでリスナーが稼動しているか確認してく
ださい。
システム設定を使用
フレームワークは使用可能ですか?:はい
Apache	Webサーバー：いいえ
フレームワーク使用不可時のメッセージ:この区
画を使用するフレームワークすべてが無効になっ
たときにユーザに表示するメッセージ
テンポラリ・ファイルの物理ディレクトリ:
C:\Program	Files\
<LANSA>\WebServer\Images\VLF_Temporary_Files\
テンポラリ・ファイルの仮想ディレクトリ:
/images/VLF_Temporary_Files/
SSI(サーバー・サイド・インクルード)の使用：
はい
詳細は管理者コンソールを実行を参照してくださ
い。

ソフトウ
エアのイ
ンストー
ルを確認

LANSA	for	the	Webコン
ポーネントのインストー
ルまたはアップグレード
が正しいか検証するに
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は、Internet	Explorerを起
動し以下のURLを実行し
ます。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0401+
<ppp>
結果のウィンドにインス
トールされたフレーム
ワークの詳細が表示され
ます。

フ
レー
ム
ワー
ク・
アプ
リ
ケー
ショ
ンの
実行

フレームワーク・アプリケー
ションを実行します。
アプリケーションを配布した
区画を明示的に指示する必要
があります。指示しない場合
は、開発区画に対してフレー
ムワークを実行することにな
ります。
指示するには、右側のサンプ
ルのように区画の名前をURL
に指定するか、
vf_Sy001_System_xxx_xxx.htm
ファイルを開き、変数var
__Partition	settingの値がその
区画を示すように変更しま
す。
『フレームワーク	ガイド』
のトピック「配布したVLF
Web	ブラウザ・アプリケー
ションを起動するためのURL
が複雑すぎるため、ユーザー
がブラウザーに正確に入力で
きない」も参照してくださ
い。

通常、起動URLは以下のサンプルのようなフォーマット
です。
http://nnn.nnn.nnn.nnn/../vf_Sy001_System_ENG_BASE.htm?
partition=ppp
例：
http://<your
host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
partition=mpx
アプリケーションが実行できない場合は、x_err.logの
メッセージを参照しトレースを実行してください。例え
ば以下のようになります。
http://<your
host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
trace=y+developer=y
『フレームワーク	ガイド』の「Webアプリケーションの
開始オプション」を参照し、アプリケーションの起動時
に何が実行できるのかを確認します。
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WEB2A,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティの考
慮事項

ウェブブラウザからの
アクセスに対して、い
くつかの重要ファイル
を読み取り専用にする
ことを検討してくださ
い。
一般的には、フォルダ
レベルでウェブサイト
管理者が設定します。
例えば、XMLシステム
定義ファイルと
Javascriptファイルは最
低限、常に個別、ある
いは不正に内容を変更
されないようにフォル
ダベースで読み取り専
用にセットアップすべ
きです。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	

	



チェックリスト/計画シート	=>	WEB2B

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、LANSAシステムがIBM	i	で、ウェブ・サーバー
がWindowsの場合に、フレームワークのウェブ・アプリケーションを配
布する際に必要になるステップを示しています。



WEB2B,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

LANSA	for	the	Webの
ライセンス
IBM	i	アプリケーショ
ン・サーバー上にラ
イセンスが必要で
す。
WindowsのWebサー
バー・マシン上にラ
イセンスは不要で
す。

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

WAMのサ
ポート

WAMを使用する場合
は、IBM	XML	Toolkitを
入手してください。

	 	

フレーム
ワーク・
アプリ
ケーショ
ンの配布
の準備

配布準備が完了した実
行可能なフレームワー
ク・アプリケーション
が必要です。

詳細については、『フレー
ムワークガイド』の「フ
レームワーク・バージョン
の配布」を参照ください。
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WEB2B,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ
IBM	i	アプリケーション・サーバーで以下のステップを実行し
てください。

ステップ 必要な作業 方法

ビルド番
号の割り
当て

リリースする実行環境
のビルド番号nnを割り
当ててください。その
番号は以下のステップ
でファイルの命名規則
で使用します。

	 	

VLF.NET
オブジェ
クトの組
み込みオ
プション

フレームワークを.NET
実行可能ファイルとし
てコンパイルする場合
は、選択したVLF.NET
機能を含めて保管する
必要があります。

配布パッケージに組み込む
VLF.NETオブジェクトを作
成を参照ください。

	

LANSA以
外のオブ
ジェクト
の組み込
み

アプリケーションが
LANSA以外のオブジェ
クトを必要とする場合
は、それらを含むセー
ブファイルを作成して
ください。LANSA以外
のオブジェクトは:
									RPGプログラム

									DDSファイル
									Cobolプログラム
									DB2ファイル

									データ・エリア

									データ・キュー

IBM	i	のLANSA以外のオブ
ジェクトを含むBnn_OM1、
Bnn_OM2、他のIBM	i	セー
ブファイルを必要に応じて
作成してください。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトをセーブファイル
Bnn_OM1、2、3、...nに
SAVOBJコマンドで保管して
ください。

	

IBM	i	の Bnn_ALLという名前の システム保守メニューでエ 	



エクス
ポート・
リストを
作成

LANSAエクスポート・
リストを作成してくだ
さい。

クスポート・リストの処理
オプションを使ってエクス
ポート・リストを作成して
ください。

エクス
ポートリ
ストに
LANSAオ
ブジェク
トを登録

フィルタ、コマンドハ
ンドラ、その他の
LANSAオブジェクトを
登録してください。

エクスポート･リストの処理
メニューのオプションを使
用して、アプリケーション
で使用する全てのオブジェ
クトがエクスポート・リス
トに登録されていることを
確認してください。

	

エクス
ポート・
リストへ
のセーブ
ファイル
の組み込
み

エクスポート・リスト
に作成した保管ファイ
ルを追加してくださ
い。

オプション外部オブジェク
ト(LANSA以外)のリスト登録
を使用します。
ファイルの検索にはF20を使
用します。

	

全ての標
準フレー
ムワー
ク・オブ
ジェクト
をエクス
ポート・
リストに
登録

エクスポート・リスト
にオブジェクトを追加
する時に、F8を使用し
て総称選択をしてくだ
さい。

	
	

	 フィールド: FP_E*
FP_R*
UB*
UF_*
VF_*

	

	 ファイル	(ファイルの中
に含まれるデータを含

FPTAB
VFPPF06

	



む): VFPPF07

	 プロセス/ファンクショ
ン:

UF_*
VF*

	

	 その他/LANSA以外:(タ
イプ*SRVPGM)

U_BIF985
	

	 ウェブHTMLコンポー
ネント:

FP_R*
UB_*
VF_*

	

	 ウェブレット: FP*
UB*
VLF_LAYOUT

	

	 Visual	LANSAコンポー
ネント:

FP_*
VF_AW*
VF_LW*
VF_SW*

	

	 エクスポート・リスト
を見直し、オブジェク
トが(必要に応じて)コン
パイルされエクスポー
トされるかを確認して
ください。

プロセス、ファンクショ
ン、VLコンポーネントなど
のコンパイル形式にYを指
定してください。
リストを保管(F19)してくだ
さい。

	

リストを
エクス
ポート

	 CRTSAVFコマンドを使用し
て、エクスポート・リスト
用にセーブファイル
Bnn_ALLを作成してくださ
い。
エクスポート・リストを
セーブファイルに、エクス
ポート･リストの処理メ
ニューのオプション7(=エク
スポート)でエクスポートし

	



てください。

	
このステップはWindowsウェブ・サーバーで実行してください。

サー
バー・オ
ブジェク
トの圧縮

圧縮ファイルを作成
し、全ての標準サー
バー・オブジェクトと
自分のサーバー・オブ
ジェクトを組み込みま
す。

									イメージ

									Javascripts
									HTMLファイル
									XMLファイル

									CSSファイル
									DLL

例えばBnn_Webserver.zip(nn
はバージョン番号)のよう
な、.zipファイルを作成し
て、LANSA	for	the	Webのイ
メージフォルダとプライ
ベート作業フォルダ(通常イ
メージフォルダの下に存在)
のファイルを組み込みま
す。
以下のファイルが組み込ま
れていることを確認してく
ださい。
VLF_FLA_<function>.js
VF_*.*
FP_*.*
UF*.*
さらにサーバー・オブジェ
クトを組み込んでくださ
い。
VLF.NETアプリケーション
を配布している場合は、配
布パッケージにRAMPのオ
ブジェクトを追加を参照く
ださい。
典型的なインストールで
は、イメージフォルダの全
てのファイル(プライベート
作業ファイルを含む)を組み
込むので、イメージフォル
ダの全てを単純に圧縮する
ことができます。
しかし、同じディレクトリ
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名を使用していない場合に
は、ターゲットマシンの正
しいディレクトリに配置す
ることが重要であるため、
二つの圧縮ファイルを作成
してください。	-	1つはイ
メージフォルダのオブジェ
クト(プライベート作業フォ
ルダのイメージを除く)を組
み込み、もう1つはプライ
ベート作業フォルダのファ
イルを組み込みます。

	
	



WEB2B,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動
いくつかのセーブファイルBnn_ALLを物理的に配布する方法がありま
す。

									IBM	i	用のテープ

									IBM	i	用のCD
									PC用のCD
									E-mail

									Webサイトからダウンロード



IBM	i	ファイルをPCに、あるいはPCから移動
XFLRTOSAVFとXSAVFTOFLRコマンドは、IBM	i	のセーブファイルを
PCへ(あるいは逆向きに)移動するのに便利です。例えば、配布サイクル
は次のようになります。

ステップ 必要な作業 方法 	

配布した
いセーブ
ファイル
をIFSの
PCファイ
ルに変換

XSAVFTOFLRコマンド
を使って、IFS上の
Bnn_ALL.SAVを
Bnn_ALLセーブファイ
ルから作成します。
QDLS(CRTDIRコマンド
を使って)ディレクトリ
にサブディレクトリを
作成する必要がありま
す。

XSAVFTOFLR
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	

PCのフォ
ルダに
ファイル
をコピー
して圧縮

Bnn_ALL.SAVをPCフォ
ルダにコピーして
Bnn_ALL.ZIPを作成し
ます。

	 	

ターゲッ
トシステ
ムに移動

Bnn_ALL.ZIPを移動。	-
コピー、e-mail、webサ
イトからのダウンロー
ド、CD、他

	 	

解凍 ターゲットで、
Bnn_ALL.SAVを得るた
めにBnn_ALL.ZIPを解
凍します。

	 	

IFSへコ
ピー

ターゲットシステムの
QDLSディレクトリのサ
ブディレクトリとして
フォルダを作成し、
Bnn_ALL.SAVをコピー

	 	



します。

セーブ
ファイル
を変換

XFLRTOSAVFを使用し
て、Bnn_ALL.SAVを
IBM	i	のBnn_ALLとい
う名前のセーブファイ
ルに変換します。
ファイルが、インポー
ト準備完了になりま
す。

XFLRTOSAVF
PCFILE(Bnn_ALL.SAV)
FOLDER(MYFOLDER)
SAVEFILE(Bnn_ALL)
LIBRARY(MYLIB)

	



WEB2B,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール

ステップ 必要な作業 方法

IBM	i	サー
バーに
LANSA/AD
をインス
トール

LANSA	CDから
LANSA/ADをインス
トールします。
LANSAシステムが、配
布物を作成したシステ
ムと同じバージョン、
EPCレベルである必要
がある点に注意してく
ださい。
LANSA	for	the	Webもイ
ンストールします。

LANSA	IBM	i	オブジェクト
インストールガイドの指示
に従ってください。
WebサーバーはWindows上
に配置されるので、IBM	i
でWebサーバーを構成する
必要はありません。

	

VLF.NET
アプリ
ケーショ
ンを配布
する場合
は、
Microsoft
.NET
Framework
をエン
ド・ユー
ザーのPC
にインス
トール

「Microsoft	.NET
Frameworkをエンド・
ユーザーのPCにインス
トール」を参照してく
ださい。

	 	

ウェブの
ライセン
スがある
ことを確
認

ターゲット・アプリ
ケーション・サー
バーにウェブライセ
ンスがあることを確
認してください。

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

Windows ターゲットのWindows 省略値の設定を採用 	
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サーバー
にLANSA
for	the
WebをCD
からイン
ストール

サーバーで以下をイン
ストールしてくださ
い。

									LANSA	for	the	Web
サーバー

									LANSA	for	the	Web
アドミニストレータ

詳細は『Windows	LANSAイ
ンストールガイド』を参照
してください。

IBM	i	を
アプリ
ケーショ
ン・サー
バーとし
て使用す
るように
LANSA
for	the
Webを構
成

LANSA	for	the	Web
Administratorを使用し
て、IBM	i	上のLANSA
システムを参照するよ
うにWebサーバーを構
成します。

詳細は『Windows	LANSAイ
ンストールガイド』を参照
してください。

	

ターゲッ
トシステ
ムで
LANSA
for	the
Webのイ
ンストー
ルと稼動
確認

Web使用可能区画を確
認してください。
LANSA	for	the	Webのプ
ロセスかファンクショ
ンを実行してくださ
い。

LANSA	for	the	Webの検査を
参照してください。

	

LANSA
for	the
Webが
Server
Side
Includeが
構成され
ているか

LANSA	for	the	Webアド
ミニストレータを使用
して、システムがSSIを
使用することを設定し
てください。

LANSA	for	the	Webアドミニ
ストレータを開始して、
ローカル構成を開いてくだ
さい。ツールメニューから
システム保守オプションを
選択してください。
正しいLANSAシステム選択
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確認 して、変更ボタンをクリッ
クしてください。Server	Side
Include	(SSI)サポートの
チェックボックスがチェッ
クされていることを確認し
てください。

交換リス
トの拡張
が有効で
あること
を確認

交換リストの拡張オプ
ションが選択されてい
る必要があります。

LANSA	for	the	Web	アドミニ
ストレータを使用して、
サーバー・システムに接続
してください。
ツール・メニューからシス
テムの構成を選択します。
その他タブを選択し、交換
リストの拡張が有効になっ
ている(チェック・ボックス
がチェックされている)こと
を確認します。

	

フレー
ムワー
クにプ
ライ
ベート
作業
フォル
ダを作
成

Visual	LANSAのフレームワー
クをブラウザで実行するため
に、必要なファイルをアップ
ロードするプライベート作業
フォルダを作成する必要があ
ります。
Windows	Webサーバーの
LANSA	for	the	Webイメージ・
ディレクトリのサブディレク
トリにこのディレクトリを作
成します。
例えば、IMAGESという名前の
LANSA	for	the	Webのイメー
ジ・ディレクトリ場合は、
<C:\Program	Files\
<LANSA>\Webserver\
IMAGES\VLF_Private_Folder>
を作成します。
プライベート作業ディレクト

そのフォルダの内容を
見ることができない場
合は、そのディレクト
リをウェブ・ブラウザ
でブラウズできるよう
にする必要がありま
す。
IISウェブ・サーバーの
場合:
									コントロールパネ
ルの管理ツールでイ
ンターネット・イン
フォメーション・
サービスを開いてく
ださい。

									ウェブサイトのリ
ストからイメージを
選択してください。
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リはウェブブラウザーからア
クセスできなければなりませ
ん。テストのために、次の
URLを入力します。:
http://<your
host>/images/VLF_Private_Folder
<your	host>はLANSA	for	the
WebサーバーのIPアドレスで
す。

									ディレクトリのプ
ロパティで、ディレ
クトリの参照ボック
スをチェックしてく
ださい。

一時
ファ
イル
を保
存す
る
ディ
レク
トリ
を作
成

フレーム
ワークの一
時ファイル
を保存する
作業フォル
ダを作成す
る必要があ
ります。
プライベー
ト・フォル
ダとは異な
り、この
フォルダは
IBM	i	上に
作成する必
要がありま
す。
LANSA	for
the	Webイ
メージ・
ディレクト
リのサブ
ディレクト
リにこの
ディレクト
リ(通常は
IMAGES)を
作成しま

例えば、LANSA	for	the	Webイメージディレク
トリの名前がIMAGESの場合、作成するディ
レクトリは:
/LANSA/webserver/images/VLF_Temporary_Files
WRKLNKコマンドを使用して、IBM	i	上の
WEBSERVERディレクトリとIMAGESディレ
クトリを検索します。CRTDIRコマンドを使
用して、フォルダを作成します。
詳細はテンポラリ・ディレクトリとは何か、
また何に利用されるかを参照してください。
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す。

IBM
i	上
の一
時作
業
フォ
ルダ
を参
照す
るた
めに
Web
サー
バー
に仮
想
ディ
レク
トリ
を作
成

一時作
業ディ
レクト
リは
Webブ
ラウ
ザーか
らアク
セスで
きなけ
ればな
りませ
ん。
Windows
Web
サー
バーを
使用し
てい
て、
ディレ
クトリ
はIBM	i
上にあ
るの
で、実
際の
ディレ
クトリ
を参照
する仮
想ディ
レクト
リを
Web
サー

以下のステップを実行する必要があります(この例で
は、IISを使用しています)。
ステップ1：インターネット・インフォメーション・
サービスで、デフォルトのWebサイト・ディレクトリ
を選択し、次にImagesを選択します。
右クリックして新規作成を選択し、仮想ディレクトリ
を選択します。

ステップ2：別名として、VLF_Temporary_Filesなどの
仮想ディレクトリを指定します。
ステップ3：IBM	i	上に作成した実際のネットワーク・
ディレクトリを指定し、この別名にマップします。実
際のディレクトリのパスは、次の形式で指定します。
\\<iSeries>\root\webserver\images\VLF_Temporary_Files
仮想ディレクトリが作成されたら、そのディレクトリ
を選択して右クリックし、プロパティーを表示しま



バーに
作成す
る必要
があり
ます。

す。
オプションほかのコンピュータにある共有ディレクト
リが選択されていることを確認します。
読み取りとディレクトリの参照チェック・ボックスが
オンになっていることも確認します。

ステップ4：このディレクトリに接続するためのユー
ザーIDとパスワードを指定するには、ディレクトリの
プロパティで名前を指定して接続...ボタンをクリック
します。ユーザーIDとパスワードは、Windows	Web
サーバーとIBM	i	で同じでなければなりません
(WindowsのユーザーIDとパスワードは、大文字と小文
字が区別されるので、設定時に注意が必要です)。
ステップ5：この仮想ディレクトリをテストするに
は、次のURLを入力します。
http://<your	host>/images/VLF_Temporary_Files
<your	host>はLANSA	for	the	Web	Windowsサーバーの
IPアドレスです。

ブラウザーは、IBM	i	上のVLF_Temporary_Filesフォル
ダのディレクトリの内容を表示できる必要がありま



す。

IIS仮想ディレクトリにエラーを示すアイコンが表示さ
れている場合でも、ディレクトリの内容を表示できる
のであれば無視してかまいません。

lansaweb.dll
ファイルの
認証が適切
であること
を確認

Windows
上の
lansaweb
dllは、
仮想
ディレ
クトリ
を経由
して
IBM	i	に
アクセ
スし、
VLF
XML
ページ
を取得
するの
で、認
証が適
切であ
ること
を確認
する必
要があ
りま
す。

デフォルトのWebサイトを展開して、lansaweb
リソースを見つけます。クリックすると、右側
のペインにファイル・リストが表示されます。
lansaweb.dllを右クリックして、プロパティを選
択します。

ファイル	セキュリティ・タブの匿名アクセスお
よび認証コントロールセクションで、編集ボタ
ンをクリックします。



認証方法ダイアログが表示されます。
ユーザーを確認します。

									有効なWindowsユーザー(つまり、サー
バー・ボックスにログインできるユーザー)
であること

									有効なIBM	i	ユーザーであること



WindowsユーザーとIBM	i	ユーザーのパスワー
ドは同じにする必要があります。

ウェブ・
サーバー
にサー
バーの
ファイル
を解凍

Bnn_webserver.zipファイ
ルを解凍し、適宜
imagesフォルダとプラ
イベート作業フォルダ
に移動してください。

ファイルを正しいディレク
トリに置くことが重要で
す。

	

アプリ
ケーショ
ン・サー
バーに配
布物をイ
ンポート

LANSAインポート機能
を使用して、ターゲッ
ト・マシンの該当区画
にセーブファイル
Bnn_ALLから全てをイ
ンストールします。

LANSAのシステム保守メ
ニューの現行区画へのオブ
ジェクト・インポートオプ
ションを使用します。イン
ポートが成功したことを確
認します。

	

非LANSA
オブジェ
クトの復

アプリケーションに非
LANSAオブジェクトが
ある場合、ターゲット

RSTOBJコマンドを使って
セーブファイルからライブ
ラリベースのオブジェクト

	



元 システムのIBM	i	の適切
なライブラリに
Bnn_OMnファイルから
全てを復元してくださ
い。

を復元してください。例え
ば以下のようになります。
RSTOBJ	OBJ(*ALL)
SAVLIB(qtemp)	DEV(*SAVF)
SAVF(B01_OM1)

シス
テム
設定
のた
めに
管理
者コ
ン
ソー
ルを
実行

管理者コンソールを使っ
てシステム設定のメンテ
ナンスと一時状態のデー
タをクリアします。
管理者コンソールを実行
するには、Internet
Explorerのワークステー
ションで、以下のURLを
実行します。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0402+
<ppp>
ここで、your	hostは
LANSA	for	the	Webサー
バーのIPアドレスで、
<ppp>は使用する区画で
す。
値の検査と保存ボタンを
クリックしてこれらのシ
ステム設定を保存してく
ださい。最終的なWeb
フォームは実行したすべ
てのテストに合格する必
要があります。

コンソールを表示できない場合、通信アドミニス
トレータでリスナーが稼動しているか確認してく
ださい。
システム設定を使用
フレームワークは使用可能ですか?:はい
Apache	Webサーバー:いいえ
フレームワーク使用不可時のメッセージ:この区
画を使用するフレームワークすべてが無効になっ
たときにユーザーに表示するメッセージ
テンポラリ・ファイルの物理ディレクトリ:
/<LANSA>/webserver/images/VLF_Temporary_Files/
テンポラリ・ファイルの仮想ディレクトリ:
/images/VLF_Temporary_Files/
SSI(サーバー・サイド・インクルード)の使用:は
い
詳細は管理者コンソールを実行を参照してくださ
い。

ソフトウ
エアのイ
ンストー
ルを確認

LANSA	for	the	Webコン
ポーネントのインストー
ルまたはアップグレード
が正しいか検証するに
は、Internet	Explorerを起
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動し以下のURLを実行し
ます。
http://<your	host>/cgi-
bin/lansaweb?
procfun+vf_pr004+vfu0401+
<ppp>
結果のウィンドにインス
トールされたフレーム
ワークの詳細が表示され
ます。

フ
レー
ム
ワー
ク・
アプ
リ
ケー
ショ
ンの
実行

フレームワーク・アプリケー
ションを実行します。
アプリケーションを配布した
区画を明示的に指示する必要
があります。指示しない場合
は、開発区画に対してフレー
ムワークを実行することにな
ります。
指示するには、右側のサンプ
ルのように区画の名前をURL
に指定するか、
vf_Sy001_System_xxx_xxx.htm
ファイルを開き、変数var
__Partition	settingの値がその
区画を示すように変更しま
す。
『フレームワーク	ガイド』
のトピック「配布したVLF
Web	ブラウザ・アプリケー
ションを起動するためのURL
が複雑すぎるため、ユーザー
がブラウザーに正確に入力で
きない」も参照してくださ
い。

通常、起動URLは以下のサンプルのようなフォーマット
です。
http://nnn.nnn.nnn.nnn/../vf_Sy001_System_ENG_BASE.htm?
partition=ppp
例えば以下のようになります。
http://<your
host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
partition=mpx
アプリケーションが実行できない場合は、x_err.logの
メッセージを参照しトレースを実行してください。例え
ば以下のようになります。
http://<your
host>/images/Private/vf_sy001_system_ENG_BASE.HTM?
trace=y+developer=y
『フレームワーク	ガイド』の「Webアプリケーションの
開始オプション」を参照し、アプリケーションの起動時
に何が実行できるのかを確認します。
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WEB2B,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティの考
慮事項

ウェブブラウザからの
アクセスに対して、い
くつかの重要ファイル
を読み取り専用にする
ことを検討してくださ
い。
一般的には、フォルダ
レベルでウェブサイト
管理者が設定します。
例えば、XMLシステム
定義ファイルと
Javascriptファイルは最
低限、常に個別、ある
いは不正に内容を変更
されないようにフォル
ダベースで読み取り専
用にセットアップすべ
きです。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	

	



チェックリスト/計画シート	=>	WEB-RAMP-TS
RAMP-TSアプリケーションをiSeriesサーバー・シ

ステムに配布する方法

	

事前作業

配布用にRAMP-TS画面定義を準備

配布ターゲットでRAMP-TS画面定義をインストー
ル

事後作業

	
	
参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。
このチェックリストは、IBM	i	サーバーにRAMP-TSアプリケーションを
配布するときに、チェックリスト/計画シート	=>	WEB1と組み合わせて
使用してください。



概要
このチェックリストは、チェックリスト/計画シート	=>	WIN3の指示に
従ってRAMP-TSオブジェクトを配布パッケージにどのように組込むか
を示しています。



WEB-RAMP-TS,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

ターゲットのIBM	i	サー
バー上にAxex-TSのライ
センスが必要です。

	 	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WEB-RAMP-TS,	Step	2.	配布用にRAMP-TS画面定義を準備
配布環境では、RAMP-TS画面定義は、通常\aXes\ts\screensという名前の
Axes	Screensフォルダーに保持されています。[プライベート定義フォル
ダ]を使用して画面定義を分割して格納した場合は、Axes	Screensフォル
ダーのサブフォルダーとして表示されます。

ステッ
プ

必要な作業 方法

定義
ファイ
ルの確
認

個々の定義ファイルから削除
されたサンプルまたはテスト
用のスタティックまたはダイ
ナミック・テーブル定義がな
いか確認します。

削除された定義は通常はアプ
リケーションで現在使用され
ていません。また、実稼働環
境に配布すると、エラーが発
生する可能性があります。

プライベート・フォルダー(存在する場合)または
axes\ts\screensフォルダーにあるTables_Static.txtおよび
Tables_Dynamic.txtファイルを開き、不要なテーブル定
義を削除します。

aXes
ファイ
ルの
セー
ブ・
ファイ
ルへの
追加

開発Axes	Screensフォルダー
または任意の関連するプラ
イベート定義フォルダーに
ある次のファイルをセー
ブ・ファイルにコピーしま
す。

									application_definition.css
(plus
application_definition_*.css)

									application_definition.js
									Extension_*.js
									screen_*.js

									screens.jsn
									Tables_Static.txt

まず、CRTSAVFコマンドを使用してセーブ・ファイル
を作成し、次にIBM	i	保存コマンドを使用してファイル
をセーブ・ファイルに保存します。
例えば、次のコマンドは/axesディレクトリのコンテン
ツをセーブ・ファイルに保存します。
SAV	DEV('/qsys.lib/savefilelib.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes'))	

次のコマンドは、/axesおよび/axesdemoディレクトリの
コンテンツを保存します。
SAV	DEV('/qsys.lib/savefilelib.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes')	('/axesdemo'))
	
次のコマンドは、プライベート・フォルダー内の必須
ファイルをセーブ・ファイルに保存します。



									Tables_Dynamic.txt
									Userenv.js

									*.xml
これらのファイルの中に
は、システムに存在しない
ものがある場合がありま
す。
また、アプリケーションで
共有スクリプトを使用して
いる場合は、uf_sy420_rts.js
ファイルを組み込みます。
このファイルは、ts/skins
フォルダーまたはプライ
ベート定義フォルダーにあ
ります。
アプリケーションを英語以
外の言語で表示する場合
は、修正済みのテキスト・
ファイルTexts_Cust_*.txtも配
布する必要があります。
N.scnのような名前の付いた
ファイルが単一の5250画面
定義を表します。通常、こ
れらのファイルは、RAMP-
TSの開発時にのみ使用さ
れ、実行時のターゲット・
システムに配布する必要は
ありません。ターゲット環
境のユーザーに画面定義の
修正を許可する場合にの
み、これらのファイルを配
布パッケージに組み込みま
す。

SAV	DEV('/QSYS.lib/QGPL.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes/ts/screens/MyFolder/application_definition*.css')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/application_definition.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Extension_*.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/screen_*.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/screens.jsn')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Tables_*.txt')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Userenv.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/*.xml')
('/Axes/ts/skins/uf_sy420_rts.js'))	TGTRLS(V5R3M0)	
コマンドラインから入力したい場合は、CALL	
を実行してください。QCMDでF11を押すことで、SAV
コマンドで多くのオブジェクトを入力するスペースを
得ることができます。

	

サー
バー・
パッ

チェックリスト/計画シート
=>	WIN3に戻ります。

	



ケージ
の作成
を続行

	



WEB-RAMP-TS,	Step	3.	配布ターゲットでRAMP-TS画面定義
をインストール

ステッ
プ

必要な作業 方法

ター
ゲッ
ト・コ
ン
ピュー
タへの
Axes-TS
のイン
ストー
ル

Axes-TSをター
ゲットのIBM	i
サーバーにイン
ストールする必
要があります。

「IBM	iサーバー上でのRAMP-TS	/
aXes-TSのインストールと構成」を参
照してください。

	

アプリ
ケー
ショ
ン・
フォル
ダーの
作成

ターゲット・シ
ステムで、ibm	i
CRTDIRコマンド
を使用して、
\axes\ts\screens
フォルダーのサ
ブフォルダーと
してアプリケー
ション・フォル
ダーを作成しま
す。

このフォルダーの名前には英数字の
みが使用でき、ブランクは使用でき
ません。

例えばフォルダーMyApplication1を
\axes\ts\screens\フォルダーに作成する
場合は、以下のようになります。
CRTDIR
DIR('axes\ts\screens\myapplication1')

	

権限の設
定

IBM	i	WRKLNK
コマンドを使用
して、フォル
ダー
MyApplication1に
ユーザー
*PUBLICの*R権
限のみが含ま
れ、それ以外の

WRKLNK	OBJ('axes\ts\screens\
MyApplication1')を使用し、次にオプ
ション9=Work	with	authorityを使用し
てフォルダーMyApplication1に対する
権限を表示または変更します。
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権限は含まれな
いようにしま
す。

テーブル
のロード

SQLコマンドを
使用してスタ
ティックまたは
ダイナミック・
テーブルをアプ
リケーションに
ロードすること
ができます。
aXesサーバーを
実行している
ユーザーに、必
要なSQL/データ
ベース・テーブ
ルに対する
READ権限が付
与されているこ
とを確認しま
す。

コマンドは、aXesサーバーを実行し
ているユーザー・プロファイル下で
実行されます。

そのためには、必要なSQLテーブル
に対する読み取りアクセス権をユー
ザー・プロファイルに承認する必要
があります。このユーザーには、シ
ステム上のその他のデータベースに
対する権限は必要ありません。

	

aXes定
義を格
納して
いる
セー
ブ・
ファイ
ルの
ター
ゲッ
ト・シ
ステム
への配
布

ターゲット・シ
ステムで、IBM	i
RSTコマンドを
使用してaXes
ファイルをター
ゲット・システ
ムのアプリケー
ション・フォル
ダーに復元しま
す。
警告：復元した
screens.jsnファイ
ルには、全ての
RAMP-TS画面定
義が含まれてい
ます。

セーブ・ファイルを復元するには、
次のようなコマンドを使用します。
RST
DEV('/qsys.lib/v11vlflib.lib/ramptsf.file')
OBJ(('/Axes/ts/screens/MyFolder'
*INCLUDE
'/axes/ts/screens/myapplication1'))
DEVパラメータはセーブ・ファイル
の名前とパスを指定します。
OBJパラメータは、以下を指定しま
す。

									最初に、ファイルの保存元の
フォルダーを指定します。

									*INCLUDEでオブジェクト名の
パターンに一致するオブジェクト

	



ターゲット・シ
ステム上の任意
のユーザーが開
発者または設計
者としてAxesを
起動し、画面を
識別して定義を
保存しようとす
ると、screens.jsn
ファイルが発行
されます。これ
により、全ての
画面定義がこの
ファイルから効
率よく削除され
ます。ただし、
開発者または設
計者が新たに定
義した画面は除
きます。このよ
うな場合は、
screens.jsnファイ
ルを再度復元す
る必要がありま
す。
このシステムの
全てのアプリ
ケーションで使
用されるaXes
eXtensionは、個
人のアプリケー
ション・フォル
ダーではなく、
ターゲット・シ
ステムの
axes/ts/screens
フォルダーにあ
ります。

を指定します。

									最後に、ファイルの復元先とな
るターゲット・システム上のフォ
ルダーを指定します。



同一のaXes
eXtensionが
screensフォル
ダーとアプリ
ケーション・
フォルダーに存
在する場合は、
アプリケーショ
ン・フォルダー
内のeXtensionが
優先されます
が、確実ではな
いため、どちら
のバージョンが
使用されている
のか確認する必
要があります。

IE設定
の確認

RAMP-TSが使用
されている全て
のPCのIEの設定
を確認します。

『RAMP-TSガイド』の「Internet
Explorerのセキュリティ設定の確認」
を参照してください。
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WEB-RAMP-TS,	Step	4.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

5250画面
定義の変
更をアッ
プデート

RAMPアプリケーショ
ンに新しい5250画面の
追加や、既存の画面の
機能の変更を行う場合
には、それらの変更が
再配布が必要な
screens.jsnファイルに反
映されます。

このガイドの適切な手順を
全てまたは一部繰り返しま
す。

	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WEB-RAMP-NL

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。
このチェックリストはチェックリスト/計画シート	=>	WEB1と組み合わ
せて使用ください。



概要
このセクションでは、エンドユーザが最初にシステムにログオンする時
にnewlookを自動配布するためにRAMP-NLをどう構成するかを示してい
ます。この方法で、個別のマニュアルのインストールと構成を避けるこ
とができ、保守もシンプルになります。
以下の手順で作成して、サーバーで十分にテストしてください。
以下はnewlookバージョン8.0用のものを記述しています。newlookの他の
リリースのステップも同様です。

newlookを自動配布するためのWeb	RAMP-NLアプリケーショ
ンの構成について
newlookを自動配布するために特定のウェブページを指定します。ブラ
ウザがPCにnewlookがインストールされていないことを検出すると、
ActiveXのダウンロード確認画面以外にはユーザー操作が必要ない
newlookのActiveXダウンロードを起動して、その後でnewlookを起動し
ます。
クライアントPCにWindowsとInternet	Explorer以外に必要なものは有りま
せん。
クライアントがRAMP-NLの画面に最初にアクセスする時に、newlook関
連ファイルがローカルPCにダウンロードされます。繰り返しのアクセス
では、すでにインストールされたファイルが使用されます。ウェブサー
バーのアップデートにより必要なファイルのダウンロードとインストー
ルが行われます。これらのファイルは完成したパッケージとしてのみダ
ウンロードされインストールされます。
ActiveXコントロールはホストからのライセンスを常に要求することに
注意してください。newlook	8.0では、ホスト上にliteclientライセンスが
必要です。



WEB-RAMP-NL,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

IBM	i	サー
バーに
LANSA/AD、
LANSA	for
the	Web、
Visual
LANSAフ
レームワーク
をインストー
ル

RAMP-NLの利用を可
能にするためにVisual
LANSAフレームワー
クシステムを機能させ
る必要があります。

	 	

開発コン
ピュータに
newlookをイ
ンストール

newlookをフルインス
トールした開発コン
ピュータが必要になり
ます。
フルインストールと
は、nlmain.cabファイ
ルではなくnewlookの
セットアッププログラ
ムでインストールした
ものを意味します。

	 	

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

	 	 	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定

	



小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WEB-RAMP-NL,	Step	2.	配布パッケージに組み込むRAMP-NL
オブジェクトを作成
チェックリストWEB1で作成される配布パッケージに組み込むRAMP-NL
オブジェクトを以下のステップで作成します。
WEB-RAMP-NL,	Step	2a.プライベート作業フォルダにRAMP_Newlook
フォルダを作成
WEB-RAMP-NL,	Step	2b.RAMP_Newlookフォルダにnewlookのファイル
をコピー
WEB-RAMP-NL,	Step	2c.RAMP.cabファイルを作成しRAMP_Newlookフォ
ルダにコピー
WEB-RAMP-NL,	Step	2d.コードベースおよび更新ファイルを指定
WEB-RAMP-NL,	Step	2e.自動Web配布パッケージのテスト



WEB-RAMP-NL,	Step	2a.プライベート作業フォルダに
RAMP_Newlookフォルダを作成
RAMP-NLアプリケーション実行時にnewlookをブラウザに自動的に配布
するために、ウェブ・サーバーにnewlookのいくつかのオブジェクトを
インストールする必要があります。このセクションでは、それらのオブ
ジェクトを置くためのフォルダをウェブ・サーバーのどこに置くかを推
奨します。フォルダは下記の通りにブラウザからアクセスできることも
確認する必要があります。

ス
テッ
プ

必要な作業 方法

ウェ
ブ・
サー
バー
の準
備

ウェブ・サー
バーのVisual
LANSAフレー
ムワークのプラ
イベート・フォ
ルダに
RAMP_Newlook
という新しい
フォルダを作成
します。
RAMP_Newlook
フォルダに
Test.txtという名
前でファイルを
作成します。
Test.txtファイル
にいくつかのテ
キスト(ダミー
のテキストで
可)を追加しま
す。
ブラウザを使っ
て
RAMP_Newlook
フォルダにアク

テストするためには、ブラウザに
RAMP_NewlookがあるディレクトリをURLに入
力します。例えば以下のようになります。
http://wsrv/images/private/RAMP_Newlook/



セスできるか、
Testファイルを
見ることができ
るか確認しま
す。
	

テス
ト
ファ
イル
の削
除

これらのステッ
プがうまく行っ
たら、Test.txt
ファイルを削除
します。(上記
のステップは、
RAMP_Newlook
フォルダへの
ウェブアクセス
を確認するため
に利用されま
す。)
	

	



WEB-RAMP-NL,	Step	2b.RAMP_Newlookフォルダにnewlookの
ファイルをコピー
いくつかのCABファイルとサーバーにダウンロードすべきものを示した
ファイルを、ウェブ・サーバーのRAMP_Newlookフォルダに置く必要が
あります。
これらの内3つのファイルはLook	Softwareのウェブサイトからダウン
ロードする必要があります。-	自分で作ろうとしないでください。理由
のひとつは、これらのファイルがデジタルサインされているからで、自
身でデジタルサインをする際の手間を省くことができます。さらに、こ
れらのCABファイルはターゲットPCにnewlookのActiveXを登録するため
に必要になる情報を含んでいます。
(Look	Softwareのウェブサイトからダウンロードせずに、次のステップ
で自分自身で作成する必要があるRAMP.cabファイルがあります。)

Look
Software
サイトか
らCAB
ファイル
をダウン
ロード

http://www.looksoftware.com/cab80j/	に
アクセスして、下記ファイルをダウ
ンロードします。（Nlupdate.nluファ
イル
はhttp://www.looksoftware.com/cab80/よ
りダウンロードしてください。）

									Newlook.cab

									Nlmain.cab
									Nlupdate.nlu
ウェブ・サーバーのRAMP_Newlook
フォルダにこれらのファイルを置き
ます。

	

NewLook
のアップ
デート
ファイル
の拡張子
を.txtに
変更

Nlupdate.nluをNlupdate.txtに変更しま
す。
注記：PCのセキュリティー設定によ
り、Nlupdate.nlu.txtとしてダウンロー
ドされます。
このようにする理由は、ウェブ・
サーバーが.txtファイルは安全で、nlu
を安全と判断しないことにありま

	

http://www.looksoftware.com/cab80/
http://www.looksoftware.com/cab80/


す。.nluの拡張子を残した場合、ユー
ザーはファイルダウンロードの問題
に遭遇するでしょう。	

newlook
アップ
デート
ファイル
をウェ
ブ・サー
バーの
CAB
ファイル
を指すよ
うに変更

newlookの自動ウェブ配布は、シンプ
ルにブラウザで指定されたウェブ
ページにアクセスすることで実行さ
れます。
ブラウザがnewlookソフトウエアがPC
にインストールされていないことを
検知すると、ソフトウエアのダウン
ロードを自動的に開始しウェブペー
ジにnewlookを起動します。
nlupdate.txtファイルの情報は、
newlookのCABファイルをどこからダ
ウンロードすればよいのかをシステ
ムに指示します。
Nlupdate.txtファイルを開き内容を下
記の通りに修正してください。
nlcofig.cabファイルへの全ての参照を
RAMP.cabに変更します。
newlookDir値
を"%ProgramFiles%/LANSA	RAMP
NewLook"あるいは他の意味のある名
前に変更します。ターゲットPCの
newlookがロードされるディレクトリ
になります。
[nlmain.cab]と[RAMP.cab]のURL値
を、これらのファイルが置かれる
ウェブ・サーバーを参照するように
変更します。
変更内容を保存します。
	

結果のファイルは次のように表示されます。
[newlook]
Update=nlmain.cab,RAMP.cab
newlookDir=%PROGRAMFILES%\LANSA	RAMP
newlook
[nlmain.cab]
Desc=newlook	Program	Files
Url=http://wsrv/images/private/RAMP_newlook/nlmain.cab
[RAMP.cab]
Desc=newlook	Configuration	Files
Url=http://wsrv/images/private/RAMP_newlook/RAMP.cab



WEB-RAMP-NL,	Step	2c.RAMP.cabファイルを作成し
RAMP_Newlookフォルダにコピー
RAMP	cabファイルは、newlook.sidとnewlook.ini構成ファイルを含みま
す。これらは特定のアプリケーションに固有のものです。このファイル
は自身で作成して、ウェブ・サーバーのRAMP_Newlookディレクトリに
移動する必要があります。

オプション
で
newlook.SID
ファイルの
サイズを縮
小

自身のcabファイ
ルを作成する前
に、ターゲットシ
ステムにより早く
配布できるように
newlook.SIDファ
イルを圧縮するこ
とをお勧めしま
す。

newlook.sidファイルをバックアップしてくださ
い。
newlookの全てのセッションを終了してください。
DOSプロンプトを開いてしてください。
newlookのプログラムファイルディレクトリに移動
してください。
.SIDファイルからnewlookの開発機能を除去し、圧
縮された.SIDファイルを作成するために以下をタ
イプしてください。
CHKSID	-s	newlook.SID
	
または、何らかの理由で開発機能を残して圧縮さ
れた.SIDファイルを作成するために以下をタイプ
してください。
CHKSID	-r	newlook.SID
	
<Enter>を押します。
壊れたアイテムを削除するか質問された場合
は、'Yes'を選択してください。圧縮が終了する
と、オリジナルのファイルは拡張子が.BAKとなる
同じファイル名でバックアップされます。
CABファイルを作成する前に、RAMP-NLアプリ
ケーションが正しく実行できるかこれらのステッ
プを実行した後にテストしてください。

newlook配
布ウイザー
ドを開始

looksoftware	8.0の
ディレクトリで
nldeploy.exeを見つ

次へをクリックします。



けて、アプリケー
ションを開始して
ください。
アプリケーション
は.SIDと.INIファ
イルを含む
RAMP.cabファイ
ルを作成します。
	

newlookの
パス名を入
力

newlookのインス
トールが存在する
パス名を入力して
ください(配布す
るファイルが含ま
れるトップレベル
のディレクト
リ)。
	次へを押します。

省略値のインストールはC:\Program
Files\looksoftware	8.0になります。

省略値の
ターゲット
パスの使用

省略値をそのまま
にします。
ここで入力する値
は、nldeploy.exeア
プリケーションで
作成された
nlupdate.nluファイ
ルで利用されま
す。WEB-RAMP-
NL,	Step
2b.RAMP_Newlook
フォルダに

nlupdate.txtファイルはこの値
が%PROGRAMFILES%\LANSA	RAMP	newlookに
設定されています。

	



newlookのファイ
ルをコピーで
nlupdate.nlu(拡張
子を.txtに変更)を
作成したので、こ
のアプリケーショ
ンで作成したもの
は使用しません。

新しい
RAMP.cab
ファイルの
作成

サイトの特定の情
報(.INIと.SIDファ
イル)を含むCAB
ファイルの定義を
作成します。
ダウンロードで利
用するCABファイ
ルを指定してスク
リーンの新規のボ
タンを選択しま
す。 	

CABファイ
ルの詳細を
指定

新規CABファイル
の詳細のダイアロ
グでカスタムCAB
ファイルの作成が
選択されているか
確認してくださ
い。
CABファイルの
URLを指定し、名
前をRAMP.cabと
してください。
LANSA	RAMP-NL
カストマイズ・
ファイルなどの意
味のある記述を指
定してください。
ユーザーはインス
トール中にこの記

URLのサンプル:
http://wsrv/images/Private/RAMP_newlook/RAMP.Cab
	
注記：ここで指定するパスは、nldeploy.exeアプリ
ケーションで作成されるnlupdate.nluファイルを使
うので重要ではありません。すでにnlupdate.nlu(拡
張子を.txtと変更した)を作成しているので、この
アプリケーションで作成したものは使いません。
しかし、RAMP.cabと指定する(URLの最後に置く)
ファイル名はアプリケーションが使うので重要で
す。



述を見ることにな
ります。
次へを押します。

カストマイ
ズ・ファイ
ルの選択

RAMP.cabファイ
ルに含めるカスト
マイズ・ファイル
を選択してくださ
い。
newlookの省略値
を使用する場合
は、下記が必要に
なります。

									newlook.ini

									newlook.sid
									VF_XP*.nlg
file(s)

通常は上記の3つ
のファイルが必要
になります。
newlookの画面に
イメージを追加し
ている場合、それ
らも追加する必要
があります。
完了を押します。

ファイルを選択して追加>>ボタンをクリックして
ください。

	



新しく作成
したCAB
ファイルを
選択

選択可能なファイ
ルのリストが表示
されます。作成し
た(LANSA	RAMP-
NL	Customization
Files)cabファイル
を選択してくださ
い。

	

newlookの
アップデー
トファイル
を選択

looksoftware	suite
8.0	Updatecabファ
イルも選択するこ
とをお勧めしま
す。
このファイルが必
要のない場合で
も、このチェック
ボックスをチェッ
クすることで、
cabファイルを作
成する時に
nlocx.dllが含まれ
ないことを警告す
るメッセージを避
けることができま
す。

	

	



次へを押します。

デジタルサ
インをcab
ファイルに
しない

以下の画面でcab
ファイルにデジタ
ルサインをするこ
とができます。
RAMP.cabファイ
ルにサインをする
必要はありませ
ん。
WEB-RAMP:	Step
2bでLook	Software
ウェブサイトから
ダウンロードした
CABファイルはサ
イン済みです。
次へを押します。

	

		

次へを押す コマンドラインの
オプションを無視
して、次へを押し
ます。

	

		

CABファイ
ルの生成の
開始

これでRAMP.cab
ファイルを作成す
る準備ができまし
た。
次へを押します。



	

CABファイ
ルの作成が
完了したこ
とを示す画
面を表示

Congratulationsの
画面が表示されま
す。
完了を押します。

	

RAMP.cab
ファイルを
ウェブ・
サーバーに
移動

looksoftware	8.0
ディレクトリから
ウェブ・サーバー
上の
RAMP_Newlook
フォルダに構成
ファイル
(RAMP.cab)を移動
します。
nlupdate.nluを含む
作成された他の
ファイルに注意が

	



必要です。
nlupdate.nluファイ
ルはダウンロード
に必要な全ての情
報を含んでいない
ため、ウェブ・
サーバーに”コ
ピーしない”こと
が重要です。



WEB-RAMP-NL,	Step	2d.コードベースおよび更新ファイルを
指定

newlook.cabお
よびnlupdate.txt
ファイルへの参
照を追加して、
アプリケーショ
ンでnewlookが
ユーザーのPC
にすでにインス
トールされてい
るかどうかが確
認され、インス
トールされてい
ない場合は、
Webサーバーに
ある
RAMP_Newlook
フォルダーから
ダウンロードさ
れるようにする
必要がありま
す。

それに
は、以
下で
コード
ベース
および
更新
ファイ
ルを指
定しま
す。

									サー
バー
定義
また
は

									ア
プリ
ケー
ショ
ン実
行時
には
URL

フレームワークのサーバー定義で、次のように指
定します。
コードベー
ス：RAMP_NewLook/newlook.cab#version=8,0,0,0
更新ファイル：RAMP_NewLook/nlupdate.txt
	
または、アプリケーションの実行時には、次のパ
ラメータを使用してコードベースおよび更新ファ
イルをURLに指定できます。
+NLCODEBASE=
+NLUPDATEFILE=

EPC831より前のバージョンでは、コードベースおよび更新ファイル
は、VF_SY120.jsファイルを修正して指定しました。



WEB-RAMP-NL,	Step	2e.自動Web配布パッケージのテスト

newlook
がイン
ストー
ルされ
ていな
いPCで
配布テ
スト

newlook
がイン
ストー
ルされ
ていな
いPCで
以下の
テスト
をする
必要が
ありま
す。

警告：	Web	RAMP-NLアプリケーションのnewlook
自動配布テストは、開発マシンで行うべきでは"あ
りません"。
1つのPCに複数のnewlookがインストールされるこ
とによるテストの混乱を防ぐ他に、開発設定を上
書きするのを防止するためです。newlookがインス
トールされていない、クリーンなシステムでテス
トを始めるべきです。

RAMP-
NLアプ
リケー
ション
の実行

開発PC
以外の
PCのブ
ラウザ
に
RAMP-
NLアプ
リケー
ション
のURL
を入力
しま
す。テ
ストPC
は
newlook
がイン
ストー
ルされ
てない
ものを
使用し
ます。

RAMPの画面を最初に要求すると、VF_SY120.jsが
newlookの自動ダウンロードとインストールを開始
します。
newlookのActiveXコントロールをインストールする
か否かが最初にプロンプトされます。セキュリ
ティの警告にインストールをクリックします。

Internet	Explorerに表示されるプロンプトに従いま
す。実行中のWindowsのバージョンやその他の条件
により、newlookのActiveXコントロールをインス
トールして良いかのいくつかのプロンプトを受け
取る可能性があります。



PCに
newlook
がイン
ストー
ルされ
ている
場合
は、ア
ンイン
ストー
ルして
nlclean
を実行
してく
ださい
(WEB-
RAMP,
Step	4.
事後作
業とそ
の他の
考慮点
を参照
くださ
い)。

ActiveXClient.htmページに関連したどのようなセ
キュリティの警告に対してもインストールをク
リックする必要があります。
looksoftware	Incの名前が、セキュリティ警告の発行
者のフィールドに表示されているはずです。

	 	 ソフトウエアのインストールをクリックした後
で、自動ダウンロード/インストール・プロセスは
開始されます。他のCABファイルがダウンロード
されている間に、newlook	8.0の更新ウィンドを見
ることができます。



インストールと構成には約30秒かかります。これ
に時間がかかる場合は、通常はウェブ・サーバー
かネットワーク接続に問題があります。
最初のテストのために、利用可能などのような
ウェブ・サーバー(例えば、PC上のもの)を使っても
構いません。しかし、本番環境のユーザー用の
パッケージ自動配布には、特定のウェブ・サー
バーを使用すべきです。
一度newlookがダウンロードされると、RAMPの画
面がコマンドハンドラーに表示されます。

	
WEB1,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージに進みます。



WEB-RAMP-NL,	Step	3.	配布パッケージにRAMP-NLのオブ
ジェクトを追加

RAMP_Newlook
フォルダから
ファイルを組み
込む

Bnn_IFSセーブ・
ファイルに
RAMP_Newlook
フォルダの全て
のファイルを組
み込みます。

									Nlmain.cab

									Newlook.cab
									Nlupdate.txt
									RAMP.cab

newlook.cab	-	このCABファイ
ルはnewlookのActiveXコント
ロール(nlocx.dll)とアップデー
ト・プログラム(nlupdate.exe)
をホストします。Internet
Explorerは、未導入のユー
ザーPCにnewlook	ActiveXコン
トロールをダウンロードしイ
ンストールするために
newlook.cabファイルを使用し
ます。
nlmain.cab	-	このCABファイル
はnewlookのプログラム群を
ホストします。通常では、多
くのファイルが、セットアッ
プ・プログラム(例	nl80.exe）
を実行することでセットアッ
プ・ウィザードによりインス
トールされます。
nlupdate.nlu	-	このファイルは
newlookアップデート・プロ
グラム(nlupdate.exe)に、ユー
ザPCのどこに、newlookをイ
ンストールするためにカスト
マイズしたCABファイルをど
こから入手するかを指示しま
す。
RAMP.cab	-	このファイルは
newlook.sidとnewlook.ini構成
ファイルを含みます。これら
は特定のアプリケーションに
固有のものです。
注記：RAMP.cabは、システム
の変更(例として、新しい画面

	



の識別)で影響があるオブジェ
クトを含むので、RAMP-NL
のアプリケーションを変更し
た後で再配布する必要があり
ます。

WEB1,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージに進みます。



WEB-RAMP-NL,	Step	4.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	

newlook構
成ファイ
ルの変更
をアップ
デート

RAMPアプリケー
ションに新しい
5250画面の追加
や、既存の画面の
newlook機能の変
更を行う場合に
は、それらの変更
が配布が必要な
newlook.sidファイ
ルに反映されま
す。

これを実施するには、WEB-
RAMP-NL,	Step	2c.RAMP.cabファ
イルを作成しRAMP_Newlookフォ
ルダにコピーと全く同じステップ
でRAMP.cabファイルを再作成し
てください。.
RAMP.cabの中の1つのファイルを
変更する場合でも、初回に組み込
んだ他のファイルも組み込む必要
があることに注意してください。
新規あるいは既存のユーザーに、
いつでも全てのファイルが
RAMP.cabファイルに組み込まれ
ている必要があるからです。
再作成されたRAMP.cabファイル
は、ユーザーがすぐにアクセスで
きるように、ウェブ・サーバーの
RAMP_newlookディレクトリに移
動することができます。
注：上記の実装は、他の関連
Visual	LANSAフレームワークと
RAMPのアップデートの実装と同
時に行うようにしてください。

	



newlook
構成
ファイ
ルへの
変更の
テスト

再イン
ストー
ルを何
回も繰
り返す
こと
で、同
じPC
で何回
もテス
トする
ことに
なりま
す。

再インストールの前に、ダウンロードした
newlookファイルを削除し、newlook	ActiveXコン
トロール(nlocx.dll)、ActiveXサーバー(nlsvr.exe)を
抹消する必要があります。
そのために、下記のステップを実行してくださ
い。
1.テストPCでnlclean.exeユーティリティを実行。
このユーティリティ
はftp.looksoftware.com/distributor/tools/nlclean.exeで
入手可能です。ユーティリティの個々の質問
に"Y"と答えます。
2.	テストPCのnewlookウェブダウンロードフォル
ダを削除(推奨する命名規則に則っている場合
は、%Program	Files%/LANSA	Ramp	newlookフォ
ルダになります)
これらの後で、RAMPアプリケーションは
newlookを再インストールが必要なことを認識し
ます。

	

	 変更を
テスト
する多
くの方
法があ
りま
す。

以下は、初期インストールをテストし、変更をテ
ストする1つの例です。
ステップ1：RAMPアプリケーションでWEB-
RAMP,	Step	2e.自動Web配布パッケージのテスト
のステップを実行してください。
ステップ2：newlookがインストールされていない
新しいPCを使用して、適切なURLでアプリケー
ションにアクセスしてください。RAMPアプリ
ケーションが実行できることを確かめてくださ
い。
ステップ3：ダウンロードされた変更を確認する
ために、newlook.sidファイルにいくつかの変更を
加えてください。例えば、newlookのRAMP画面
の1つを変更(例としてフィールドの位置変更)し
て、newlook構成ファイルの変更をアップデート
に記載されたステップを実行してください。URL
に再度アクセスして、newlook.sidのダウンロード
と、変更した画面が表示されるかをチェックして

	

ftp://ftp.looksoftware.com/distributor/tools/nlclean.exe


ください。
ステップ4：RAMPアプリケーションに追加され
た新規機能の全体テストを実施してください。こ
れらのプロセスは、newlookで新しい画面を識別
し、新しい画面をコリオグラファーを実行した新
しいビジネスオブジェクトの作成を含みます。こ
のテストで、newlookの変更とスクリプトが正し
くエンドユーザーのブラウザにロードされたかを
確認することができます。
注：newlookのアップデートをテストするとき
に、新規インストールで何か起きているかだけで
はなく、修正変更ファイルのダウンロードも確認
してください。

			



チェックリスト/計画シート	=>	WEB-NET

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。
このチェックリストはチェックリスト/計画シート	=>	WEB1、チェック
リスト/計画シート	=>	WEB2Aまたはチェックリスト/計画シート	=>
WEB2Bと組み合わせて使用してください。



概要
フレームワークWebブラウザー・アプリケーションは、.NET実行可能
ファイルとしてコンパイルできます。VLF.NET機能は、既存および新規
のすべてのWAMフィルターとコマンド・ハンドラー、およびすべての
RAMP-NL画面とスクリプトをサポートします。
このチェック・リストは、VLF.NETアプリケーションの配布に必要な手
順を概説しています。



WEB-NET,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点
<	/tr>

ステップ 必要な作業 方法

VLF.NET
機能が自
身の環境
に適して
いること
の確認

ユーザーが、ユー
ザー名とパスワー
ドの入力を要求す
るプロキシー・
サーバーの後方に
存在する場合は、
VLF.NET機能は使
用できません。
これは、Windows
以外の統合認証を
必要とするプロキ
シ・サーバー経由
でのファイルのダ
ウンロードを現時
点でサポートして
いない.NET
ClickOnce配布テ
クノロジの制限に
よるものです。

	 	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する	~	~
~	~

	



量	~ 									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを適切な
経営レベルの人達に認
識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。

javascript:void(0);openCHM('lansa048.CHM::/lansa/lansa048_0040.htm','main');


WEB-NET,	Step	2.	配布パッケージに組み込むVLF.NETオブ
ジェクトを作成

ステップ 必要な作
業

方法

VLF.NET
機能のア
クティブ
化

設計者と
してフ
レーム
ワークを
開きま
す。
[フレー
ムワー
ク]	->[プ
ロパ
ティ]メ
ニュー・
オプショ
ンを使用
して、
[フレー
ムワーク
の詳細]
タブを表
示しま
す。
[Webブラ
ウザアプ
リケー
ションで
フレーム
ワークが
使用可
能]オプ
ションに
チェック
が入って



いること
を確認し
ます。
[Microsoft
.NET	使
用可能に
フレーム
ワークを
コンパイ
ル]オプ
ションに
チェック
を付けま
す。

フレーム
ワークの
保存

フレーム
ワークを
保存
し、.NET
実行可能
ファイル
としてコ
ンパイル
します。

(フレームワーク)メニューのいずれかの[保存]ボ
タンを使用します。



WEB-NET,	Step	3.	配布パッケージにVLF.NETのオブジェクト
を追加

VLF.NET
オブジェ
クトを配
布パッ
ケージに
組み込む

VLF.NET機能をア
クティブにしたま
まフレームワーク
を保存する
と、.NETファイル
が追加で作成され
ます。
言語ごとに、次の
接尾辞の付いた4
つのファイルが作
成されます。

									.application

									.exe.manifest,
									.framework.deploy
									.app.exe.deploy
これらのファイル
を配布パッケージ
に追加します。
また、ファイル
VF_WB001.HTM
と
VF_MULTI_YYY.js
も追加します。
(YYYは言語コー
ドになります。)

	
	



WEB-NET,	Step	4.	Microsoft	.NET	Frameworkをエンド・ユー
ザーのPCにインストール

Microsoft
.NET
Framework
をエン
ド・ユー
ザーのPC
にインス
トール

Microsoft	.NET
Framework	2.0以
降および.NET
Framework	2.0
Service	Pack	1がエ
ンド・ユーザーの
PCにインストー
ルされていること
を確認します。
.NET	Framework
3.5が既にインス
トールされている
場合は、.NET
Framework	2.0
Service	Pack	1を別
途インストールす
る必要はありませ
ん。
.NET	Framework
2.0	Service	Pack	1
をVistaにインス
トールする際に、
いくつかの問題点
が報告されまし
た。このような場
合は、.NET
Framework	3.5を
インストールする
必要があります。
.NET	2.0ソフト
ウェア開発キット
(SDK)は必要あり
ません。

	 	



WEB-NET,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティ証明
書の設定
や配布が
必要かど
うかの検
討

『フレームワーク
ガイド』の「デジ
タル証明書」を参
照してください。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステ
ムで定期的なバッ
クアップとリカバ
リーの方針を作成
すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケー
ションの変更を配
布する方法を工夫
してください。
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チェックリスト/計画シート	=>	WIN1

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、アプリケーションを独立したWindowsワークス
テーションにデータベースと共に配布するステップを示しています。
本番環境では一般的ではありませんが、チュートリアル、デモ、テスト
には有効です。



WIN1,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

なし 	 	

フレーム
ワーク・
アプリ
ケーショ
ンの配布
の準備

配布準備が完了した実
行可能なフレームワー
ク・アプリケーション
が必要です。

詳細については、『フレー
ムワークガイド』の「フ
レームワーク・バージョン
の配布」を参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
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照してください。



WIN1,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ
アプリケーション配布の準備ができたら、次のステップに従ってくださ
い。

ステップ 必要な作業 方法

配布ツー
ルの開始

Visual	LANSAにログイ
ンして配布ツールを開
始してください。

Visual	LANSAを開始して配
布したいアプリケーション
を含むパーティションにロ
グインしてください。
使用するユーザー・プロ
ファイルが、配布オブジェ
クトに対する権限を持って
いるかどうか確認してくだ
さい。
ツールメニューから、配布
ツールコマンドを選択しま
す。Visual	LANSA配布ツー
ルのメイン・ウィンドウが
開きます。

	

配布ツー
ルのアプ
リケー
ションと
パッケー
ジを作成

配布ツールでアプリ
ケーションとパッケー
ジを作成してくださ
い。
テンプレート
XSTNDALNをベースに
してください。

ツールバーのNewのボタン
をクリックするか、アプ
リーションメニューの新規
作成コマンドを選択してく
ださい。
アプリケーションの明細を
入力
OKをクリックします。パッ
ケージを作成するためのプ
ロンプトが表示されます。
パッケージの詳細を入力し
てOKをクリックします。
パッケージのコントロール
パネルが表示されます。

	

配布オプ パッケージの配布オプ オプションボタンをクリッ



ションの
設定

ションを自己解凍Zipに
設定してください。
別の配布オプションを
選択した場合は、この
チェック・リストは機
能しません。

クすると配布オプションの
ウインドーが表示されま
す。

	

パッケー
ジ設定の
指定

									システム/区画定義
の配布

									オブジェクト定義
を含めない

									LANSA実行環境の
配布

									実行環境データ
ベース	サポートの配
布

									実行環境アドオン
の配布

									Visual	LANSA	サ
ポートの配布

									EPC	の配布

[パッケージの設定]ウィン
ドウを表示するためにツー
ルバーの[パッケージの設
定]ボタンをクリックしま
す。

	

スタート
アップ
フォーム
の指定

アプリケーションを開
始する名前を入力
UF_EXECが標準の開始
フォームです。ほとん
どの場合、開始する
フォームを作成してい
るのでその名前を指定
します。
正しいフレームワーク
定義ファイルの開始
フォームを指定する必
要がある点に注意して
ください。詳細につい

実行の必須パラメーターの
エリアでパラメーター、実
行するフォーム	(FORM=)を
ダブルクリックします。

	



ては、『フレームワー
クガイド』の「フレー
ムワーク・バージョン
の配布」を参照くださ
い。

どのパラ
メータを
プロンプ
トするか
決定

パッケージがインス
トールされる時にセッ
トアップ・パラメータ
をプロンプトしたい場
合は、パラメータを選
択してX_STARTのプロ
ンプトあるいはセット
アップ中のプロンプト
のオプションをチェッ
クしてください。

例えば、ターゲットのディ
レクトリをオプションにす
る場合は、パラメータをダ
ブルクリックして表示され
たウィンドウでセットアッ
プ中のプロンプトのチェッ
クボックスを選択してくだ
さい。

	

LANSAプ
ログラム
の追加

アプリケーションの全
てのLANSAプログラム
を追加
Add	forms	starting	with
FP_*,	UF_*	and	VF_*.
Add	reusable	parts
starting	with	FP_*,	UF_*
and	VF_*.
(デモンストレーション
のシステムを実行した
い場合は、DF_*で始ま
る全てのフォームと再
利用可能パーツおよび
プロセスDF_PROC、ま
た必要な	*.htm、
*.bmp、*icon	ファイル
を組み込んでください)
プロセスVF_PR001と
UF_SYSBRをファンク
ションと共に組み込ん
でください。

リポジトリオブジェクトの
選択ボタンをクリックしま
す。組み込みたいオブジェ
クトを右側のエリアにド
ラッグしてください。
次に右側の全てのオブジェ
クトを選択して、選択した
コンポーネントの上の相互
参照のアイコンを選択して
ください。新しいダイアロ
グが開いて、クロスリファ
レンスの設定を選択するこ
とができます。
必要な全てのオブジェクト
タイプが選択されているこ
とを確認してください。
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フレーム
ワーク・
ファイル
の追加

エンドユーザが
VFPPF06/07のDBMS
テーブルのユーザ情報
を保管する場合は、そ
れらを組み込む必要が
あります。
コードテーブルを使用
する場合は、コード
テーブル・データファ
イルFPTABを組み込ん
でください。

他オブジェクト・オプショ
ン・タブを表示します。
ファイルをクリックしま
す。
ファイルを選択し、OKを押
してください。

	

他の
フ
レー
ム
ワー
ク
オブ
ジェ
クト
の追
加

区画の実行ディレクトリ（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_DEM\execute）
でXMLファイルを探します。
以下のファイルをパッケージに追加します(フレー
ムワークの定義ファイルを別の名前で保管してい
る場合は、相当するXMLファイルを追加してくだ
さい)。
									vf_sy001_system.xml

									vf_sy001_users.xml	(使用している場合)
									vf_sy001_servers.xml
									vf_sy001_tables.xml
U_bif987.dllとu_bif985.dllをX_LANSA	Executeディ
レクトリから追加してください。
省略値の仮想クリップボードの内容を配布したい
場合は、
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.dat、ある
いはVF_User_Virtual_Clipboard_Default.datの一方か
両方を選択してください。

他オブジェクト・オプ
ション・タブを表示しま
す。
LANSA以外のオブジェク
トをダブルクリックして
オブジェクトを閲覧しま
す。現在使用している
LANSAシステムを閲覧し
ていることを確認してく
だい。
配布ツールは、デフォル
トでは現在使用している
システムや区画に設定さ
れないため、手動で選択
する必要があります。
オブジェクトを選択し、
OKを押してください。
オブジェクトがインス
トールされるパスを設定
してください。

									U_bif987.dllと
u_bif985.dllには
トール・パス
IDSYSPATH(システム



実行ディレクトリ)を使
用してください。他の
オブジェクト場合は:

									DFTPATH
Path	Id(例えば、
*PART_DIR_EXECUTE)
を使用してください。

自分のオ
ブジェク
トを組み
込む

アプリケーションの中
の自分のオブジェクト
(フィルター、コマンド
ハンドラー他)、多国語
変数、システム変数、
メッセージファイル、
ファイル、プロセス、
ファンクション、イ
メージなどを追加して
ください。

ツールバーのリポジトリオ
ブジェクトの選択ボタンを
クリックします。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトが、ターゲットマ
シンの正しいインストール
パスに設定されていること
を確認してください。

	

ファイル
のデータ
を組み込
む

選択したファイルの
データを組み込みま
す。
通常は、テーブル
VFPPF06/07の開発ユー
ザデータを出荷しない
ことに注意してくださ
い。
しかし、ターゲットの
環境で誰もUF_DESGN
が使用できず、フレー
ムワークがセキュリ
ティーのスイッチがオ
ンである場合には、1つ
の管理ユーザーを出荷
すべきです。管理者の
プロファイルはター
ゲットのサーバに存在

全てのファイルを選択して
ファイルデータボタンをク
リックしてください。
データ列の表示が変わり、
ファイルがデータと共に
パッケージに組み込まれる
ことを示します。

	



するか、作成する必要
があります。
ユーザーがターゲット
の環境でUF_DESGNに
アクセスする必要があ
る場合、ファイルは
データなしで出荷する
ことができ、
UF_DESGNのユーザー
はVFPPF06/07に管理者
を登録することができ
ます。その後に、管理
者はUF_ADMINを使っ
てユーザーを登録でき
ます。

アイコン
の追加

ターゲットマシンに、
パッケージがインス
トールされる時に作成
するショートカットに
使用されるアイコンを
追加してください。

パッケージ制御パネルの
ツールバーのアプリケー
ションアイコンボタンをク
リックしてください。アイ
コンを選択してください。

	

Adaptive
Server
Anywhere
データ
ベースの
組み込み
オプショ
ン

LANSAがインストール
されていないPCにアプ
リケーションが配布さ
れる場合、配布パッ
ケージにAdaptive	Server
Anywhereデータベース
システムが組み込まれ
る必要があります。

ASA設定ボタンをクリック
して、Adaptive	Server
Anywhereのイメージ
(SQLANYW.ENG)を見つけ
てください。
Adaptive	Server	Anywhereの
イメージを組み込むため
に、それはVisual	LANSAの
インストール中にインス
トールされる必要がありま
す。
イメージが見付けられない
場合は、Visual	LANSAのカ
スタムインストールを実行
し、SQL	Anywhereの配布イ

	



メージ・オプションを選択
してください。

パッケー
ジの保管

定義を保存してくださ
い。

	 	

パッ
ケー
ジの
作成

クリックしてパッケージを作成してくださ
い。
アプリケーション・パッケージはX_PKGSに作
成されます（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\X_PKGS）。

オプション
メニューで
パッケージ
のチェック
オプション
を選択しま
す。エラー
が見つから
なかったと
いうメッ
セージでな
ければなり
ません。
生成ボタン
をクリック
します。
パッケージ
のコンパイ
ルが完了す
るまで待ち
ます。
使用中の
パーティ
ションで、
全ての
RDMLXが
利用可能に
なっていな
いと、いく
つかのdllの
コピーが失
敗したとい

	



うメッセー
ジが表示さ
れることに
注意してく
ださい。
メッセージ
を無視して
ください。



WIN1,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムへ配布
物を移動

パッケージ・フォルダ
の自己解凍Zipファイル
(packagename.exe)をCD
やネットワーク・サー
バーなどのメディアに
コピーしてください。
(注記：パッケージ・
ディレクトリの全部を
コピーしないでくださ
い。)

	 	



WIN1,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール

ステップ 必要な作業 方法

配布物を
インス
トール

パッケージの.EXEファ
イルを実行してパッ
ケージをインストール
してください。
WinZipの自己解凍機能
(WinZip製品のライセン
スとは別)がパッケージ
を作成したマシンにイ
ンストールされている
場合は、アプリケー
ションが自動的にイン
ストールされます。
インストールが完了す
ると、デスクトップの
設定により、アプリ
ケーションのスタート
アップ・フォルダーが
作成されます。
セットアップ・プログ
ラムにより、フレーム
ワークが自動的に起動
します。フレームワー
クの最初の起動時に、
実行ファイルがコピー
されフレームワークが
表示されます。
アプリケーションが利
用可能になります。
インストール中に問題
が生じた場合は、パッ
ケージをインストール
しているディレクトリ
のdpinstal.logとテンポラ

	 	



リ・ディレクトリのロ
グをチェックしてくだ
さい。



WIN1,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティの考
慮事項

セキュリティの観点か
ら、いくつかの重要
ファイルは読み取りの
みの設定を考慮してく
ださい。
例えば、配布されたシ
ステムXML定義ファイ
ルは、ファイルの内容
を不用意にエンドユー
ザーが編集することを
避けるために読み取り
のみに設定すべきで
す。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WIN2

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、フレームワークのリッチクライアント/サー
バー・アプリケーションが、IBM	i	あるいはWindowsのリモート・デー
タ・サーバーにアクセスする際の、クライアント側の配布のステップを
示しています。



WIN2,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

なし 	 	

開発シ
ステム
でリ
モー
ト・
サー
バーへ
サイン
オンす
るため
の、フ
レーム
ワーク
のセッ
トアッ
プ

必要なユー
ザーが、リ
モート・
サーバーに
サインオン
するため
の、フレー
ムワークを
セットアッ
プします。

フレームワークのプロパティを表示して、ユー
ザー管理設定のタブを選択してください。
サインオンで、全て(MS-Windowsとブラウザ)を
選択し、フレームワークを使用するためにリ
モートサーバーにログオンしますを選択してく
ださい。

配布時
にフ
レーム
ワーク
が接続
する
サー
バーの
定義

フレーム
ワーク定義
に、クライ
アントのア
プリケー
ションが接
続するサー
バーの定義
を組み込む
必要があり
ます。

管理メニューのサーバー・オプションを選択し
て、サーバーが定義されていることを確認して
ください。



パッケージ
をインス
トールした
後にター
ゲット・マ
シンのサー
バー設定を
変更したい
場合は、
UF_ADMIN
フォームを
配布して実
行する必要
がありま
す。
『フレーム
ワーク	ガ
イド』の
サーバー定
義の配布を
参照してく
ださい。
Windows
サーバーの
場合は、ク
ライアント
が接続する
データベー
スの詳細を
指定する必
要があるこ
とに注意し
てくださ
い。

RAMP-TSアプリケーションを配布している場合
は、RAMP-TSサーバーを配布サーバーにして、
その詳細も指定する必要があります。プライ
ベート定義フォルダーはターゲット・システム
に作成するアプリケーション・フォルダーで
す。
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LANSA
コミュ
ニケー
ション
管理機
能で
サー
バーを
定義

サーバー詳
細タブの
LANSAコ
ミュニケー
ション管理
機能ボタン
をクリック
してくださ
い。

サーバーを定義:

フレーム
ワーク・
アプリ
ケーショ
ンの配布
の準備

配布準備が完了した実
行可能なフレームワー
ク・アプリケーション
が必要です。

詳細については、『フレー
ムワークガイド』の「フ
レームワーク・バージョン
の配布」を参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
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小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WIN2,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ
アプリケーション配布の準備ができたら、次のステップに従ってくださ
い。

ステップ 必要な作業 方法

配布ツー
ルの開始

Visual	LANSAにログイ
ンして配布ツールを開
始してください。

Visual	LANSAを開始して配
布したいアプリケーション
を含むパーティションにロ
グインしてください。
使用するユーザー・プロ
ファイルが、配布オブジェ
クトに対する権限を持って
いるかどうか確認してくだ
さい。
ツールメニューから、配布
ツールコマンドを選択しま
す。Visual	LANSA配布ツー
ルのメイン・ウィンドウが
開きます。

	

配布ツー
ルのアプ
リケー
ションと
パッケー
ジを作成

配布ツールでアプリ
ケーションとパッケー
ジを作成してくださ
い。
テンプレートを使用し
ないでください。

ツールバーのNewのボタン
をクリックするか、アプ
リーションメニューの新規
作成コマンドを選択してく
ださい。
アプリケーションの明細を
入力
OKをクリックします。パッ
ケージを作成するためのプ
ロンプトが表示されます。
パッケージの詳細を入力し
てOKをクリックします。
パッケージのコントロール
パネルが表示されます。

	

配布オプ パッケージの配布オプ オプションボタンをクリッ



ションの
設定

ションを自己解凍Zipに
設定してください。
別の配布オプションを
選択した場合は、この
チェック・リストは機
能しません。

クすると配布オプションの
ウインドーが表示されま
す。

	

パッケー
ジ設定の
指定

									データベースがな
いクライアントへ配
布

									システム/区画定義
の配布

									オブジェクト定義
を含めない

									LANSA実行環境の
配布

									Visual	LANSA	サ
ポートの配布

									LANSA	コミュニ
ケーション機能の配
布

									EPC	の配布

パッケージの設定ウィンド
を表示するためにツール
バーのパッケージの設定ボ
タンをクリックします。

	

リモート
データ
ベースを
利用する
ためにア
プリケー
ションを
構成

リモート・データベー
スにアクセスする配布
のため、アプリケー
ションが特定のデータ
ベースを使用しないよ
うに構成する必要があ
ります。データベース
セクションで、データ
ベースオプションをNo
に設定して、DBMSタ
イプ(DBUT=)をデータ
ベースなしを指定しま
す。

DBMSタイプ(DBUT=)パラ
メータをダブルクリックし
てください。

	



接続の振
る舞いを
定義

コミュニケーションと
スーパーサーバーセク
ションの省略値をその
ままにします。

	 	

スタート
アップ
フォーム
の指定

アプリケーションを開
始する名前を入力
UF_EXECが標準の開始
フォームです。ほとん
どの場合、開始する
フォームを作成してい
るのでその名前を指定
します。
正しいフレームワーク
定義ファイルの開始
フォームを指定する必
要がある点に注意して
ください。詳細につい
ては、『フレームワー
クガイド』の「フレー
ムワーク・バージョン
の配布」を参照くださ
い。

実行の必須パラメータのエ
リアでパラメーター、実行
するフォーム	(FORM=)をダ
ブルクリックします。

	

どのパラ
メータを
プロンプ
トするか
決定

パッケージがインス
トールされる時にセッ
トアップ・パラメータ
をプロンプトしたい場
合は、パラメータを選
択してX_STARTのプロ
ンプトあるいはセット
アップ中のプロンプト
のオプションをチェッ
クしてください。

例えば、ターゲットのディ
レクトリをオプションにす
る場合は、パラメータをダ
ブルクリックして表示され
たウィンドでセットアップ
中のプロンプトのチェック
ボックスを選択してくださ
い。

	

LANSAプ
ログラム

アプリケーションの全
てのLANSAプログラム

リポジトリオブジェクトの
選択ボタンをクリックしま 	
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の追加 を追加
Add	forms	starting	with
FP_*,	UF_*	and	VF_*.
Add	reusable	parts
starting	with	FP_*,	UF_*
and	VF_*.
(デモンストレーション
のシステムを実行した
い場合は、DF_*で始ま
る全てのフォームと再
利用可能パーツおよび
プロセスDF_PROC、お
よび必要な	*.htm、
*.bmp、*icon	ファイル
を組み込んでください)
プロセスVF_PR001と
UF_SYSBRをファンク
ションと共に組み込ん
でください。

す。組み込みたいオブジェ
クトを右側のエリアにド
ラッグしてください。
次に右側の全てのオブジェ
クトを選択して、選択した
コンポーネントの上の相互
参照のアイコンを選択して
ください。新しいダイアロ
グが開いて、クロスリファ
レンスの設定を選択するこ
とができます。
必要な全てのオブジェクト
タイプが選択されているこ
とを確認してください。

他の
フ
レー
ム
ワー
ク
オブ
ジェ
クト
の追
加

区画の実行ディレクトリ（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\x_DEM\execute）
でXMLファイルを探します。
以下のファイルをパッケージに追加します(フレー
ムワークの定義ファイルを別の名前で保管してい
る場合は、相当するXMLファイルを追加してくだ
さい)。
									vf_sy001_system.xml

									vf_sy001_users.xml	(使用している場合)
									vf_sy001_servers.xml
									vf_sy001_tables.xml
RAMP-TSアプリケーションを配布している場合
は、VF_SY001_nodes.xmlファイル、それに対応す
るVF_SY001_nodes*.jsファイルおよび
<framework_name>_eng.jsファイルを追加します。

他オプション・タブを表
示します。
LANSA以外のオブジェク
トをダブルクリックして
オブジェクトを閲覧しま
す。現在使用している
LANSAシステムを閲覧し
ていることを確認してく
だい。
配布ツールは、デフォル
トでは現在使用している
システムや区画に設定さ
れないため、手動で選択
する必要があります。
オブジェクトを選択し、
OKを押してください。
オブジェクトがインス



U_bif987.dllとu_bif985.dllをX_LANSA	Executeディ
レクトリから追加してください。
省略値の仮想クリップボードの内容を配布したい
場合は、
VF_Framework_Virtual_Clipboard_Default.dat、ある
いはVF_User_Virtual_Clipboard_Default.datの一方か
両方を選択してください。

トールされるパスを設定
してください。

									U_bif987.dllと
u_bif985.dllには
トール・パス
IDSYSPATHを使用して
ください。他のオブ
ジェクト場合は:

									DFTPATH
Path	Id(例えば、
*PART_DIR_EXECUTE)
を使用してください。

クライア
ント側の
オブジェ
クトの組
み込み

アプリケーションの中
のクライアント側の自
分のオブジェクト(フィ
ルター、コマンドハン
ドラー、開始フォーム
他)、多国語変数、シス
テム変数、メッセージ
ファイル、ファイル、
プロセス、ファンク
ション、イメージなど
を追加してください。

ツールバーのリポジトリオ
ブジェクトの選択ボタンを
クリックします。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトが、ターゲットマ
シンの正しいインストール
パスに設定されていること
を確認してください。

	

アイコン
の追加

ターゲットマシンに、
パッケージがインス
トールされる時に作成
するショートカットに
使用されるアイコンを
追加してください。

パッケージ制御パネルの
ツールバーのアプリケー
ションアイコンボタンをク
リックしてください。アイ
コンを選択してください。

	

デスク
トップの
設定

デスクトップの設定を
必要に応じて選択して
ください。

例えば、以下のオプション
が上げられます。

									アプリケーション	フォ
ルダの作成

	



									コミュニケーション管
理機能のショートカット
の作成

									ライセンスの保守の
ショートカット作成

									ODBC	アドミニスト
レーションのショート
カットの作成

RAMP-NL
オブジェ
クトの組
込み

IBM	i	サーバーに接続す
るRAMP-NLクライアン
トを配布する場合は、
RAMPオブジェクトを
パッケージに加える必
要があります。

チェックリスト/計画シート
=>	WIN-RAMP-NLに従って
ください。

	

パッケー
ジの保管

定義を保存してくださ
い。

	 	

アプリ
ケーショ
ンにホス
トルート
を組み込
む

パッケージにホスト
ルートとしてサーバー
定義(lroute.datファイル)
を組み込んでくださ
い。

Visual	LANSA配布ツールメ
インウィンドから、アプリ
ケーションを選択してコ
ミュニケーション管理の
ツールバーボタンをクリッ
クしてください。
LANSAコミュニケーション
管理機能が表示されます。
ステップ1で定義したサーバ
のエントリーがあることを
確認してください。
LANSAコミュニケーション
管理機能を閉じてくださ
い。アプリケーションが選
択されていることを確認し
てから、アプリケーション
メニューをクリックして、
パッケージコミュニケー

	



ション管理オプションを選
択してください。

パッ
ケー
ジの
作成

クリックしてパッケージを作成してくださ
い。
アプリケーション・パッケージはX_PKGSに作
成されます（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\X_PKGS）。

オプション
メニューで
パッケージ
のチェック
オプション
を選択しま
す。エラー
が見つから
なかったと
いうメッ
セージでな
ければなり
ません。
生成ボタン
をクリック
します。
パッケージ
のコンパイ
ルが完了す
るまで待ち
ます。
使用中の
パーティ
ションで、
全ての
RDMLXが
利用可能に
なっていな
いと、いく
つかのdllの
コピーが失
敗したとい
うメッセー
ジが表示さ
れることに

	



注意してく
ださい。
メッセージ
を無視して
ください。



WIN2,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムへ配布
物を移動

パッケージ・フォルダ
の自己解凍Zipファイル
(packagename.exe)をCD
やネットワーク・サー
バーなどのメディアに
コピーしてください。
(注記：パッケージ・
ディレクトリの全部を
コピーしないでくださ
い。)

	 	



WIN2,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール
警告：開発システムで配布パッケージのテストをしないでください。

ステップ 必要な作業 方法

サー
バー・シ
ステムの
セット
アップ

クライアント側の配布
パッケージのインス
トールを始める前に、
サーバー側のアプリ
ケーションを配布する
必要があります。

	
	

リスナー サーバーでリスナーが
稼動していることを確
認してください。

	 	

配布物を
インス
トール

パッケージの.EXEファ
イルを実行してパッ
ケージをインストール
してください。
WinZipの自己解凍機能
(WinZip製品のライセン
スとは別)がパッケージ
を作成したマシンにイ
ンストールされている
場合は、アプリケー
ションが自動的にイン
ストールされます。
インストールが完了す
ると、デスクトップの
設定により、アプリ
ケーションのスタート
アップ・フォルダーが
作成されます。
セットアップ・プログ
ラムにより、フレーム
ワークが自動的に起動

	 	



します。フレームワー
クの最初の起動時に、
実行ファイルがコピー
されフレームワークが
表示されます。
アプリケーションが利
用可能になります。
インストール中に問題
が生じた場合は、パッ
ケージをインストール
しているディレクトリ
のdpinstal.logとテンポラ
リ・ディレクトリのロ
グをチェックしてくだ
さい。

オプショ
ンで
RAMP-NL
をインス
トール

RAMP-NLアプリケー
ションをインストール
している場合は、WIN-
RAMP-NL,	Step	3.	ター
ゲットシステムで配布
物をインストールのス
テップに従ってくださ
い。

	 	

RAMP-TS
アプリ
ケーショ
ンを配布
している
場合は、
IEの設定
を確認

RAMP-TSが使用されて
いる全てのPCのIEの設
定を確認します。

『RAMP-TSガイド』の
「Internet	Explorerのセキュ
リティ設定の確認」を参照
してください。
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WIN2,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

セキュリ
ティの考
慮事項

セキュリティの観点か
ら、いくつかの重要
ファイルは読み取りの
みの設定を考慮してく
ださい。
例えば、配布されたシ
ステムXML定義ファイ
ルは、ファイルの内容
を不用意にエンドユー
ザーが編集することを
避けるために読み取り
のみに設定すべきで
す。

	 	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WIN3

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、フレームワークのリッチクライアント/サー
バー・アプリケーションを、IBM	i	サーバーに配布するステップを示し
ています。



WIN3,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

スーパーサーバー・
ライセンス

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WIN3,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ

ステップ 必要な作業 方法

ビルド番
号の割り
当て

リリースする実行環境
のビルド番号nnを割り
当ててください。その
番号は以下のステップ
でファイルの命名規則
で使用します。

	 	

LANSA以
外のオブ
ジェクト
の組み込
み

アプリケーションが
LANSA以外のオブジェ
クトを必要とする場合
は、それらを含むセー
ブファイルを作成して
ください。LANSA以外
のオブジェクトは:
									RPGプログラム

									DDSファイル
									COBOLプログラム
									DB2ファイル

									データ・エリア

									データ・キュー

IBM	i	のLANSA以外のオブ
ジェクトを含むBnn_OM1、
Bnn_OM2、他のIBM	i	セー
ブファイルを必要に応じて
作成してください。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトをセーブファイル
Bnn_OM1、2、3、...nに
SAVOBJコマンドで保管して
ください。

	

RAMP-TS
オブジェ
クトの組
み込み

RAMP-TSアプリケー
ションを配布している
場合は、配布パッケー
ジにさらにファイルを
追加する必要がありま
す。

「WIN-RAMP-TS,	Step	2.	配
布用にRAMP-TS画面定義を
準備」を参照してくださ
い。

IBM	i	の
エクス
ポート・
リストを

Bnn_ALLという名前の
LANSAエクスポート・
リストを作成してくだ
さい。

システム保守メニューでエ
クスポート・リストの処理
オプションを使ってエクス
ポート・リストを作成して

	



作成 ください。

エクス
ポートリ
ストに
サーバー
側の
LANSAオ
ブジェク
トを登録

サーバー側のLANSAオ
ブジェクトだけを追加
してください。

エクスポート･リストの処理
メニューのオプションを使
用して、アプリケーション
で使用する全てのオブジェ
クトがエクスポート・リス
トに登録されていることを
確認してください。

	

エクス
ポート・
リストへ
のセーブ
ファイル
の組み込
み

エクスポート・リスト
に作成した保管ファイ
ルを追加してくださ
い。

オプション外部オブジェク
ト(LANSA以外)のリスト登録
を使用します。
ファイルの検索にはF20を使
用します。

	

フレーム
ワーク・
ファイル
の追加

エンドユーザーが
VFPPF06/07のDBMS
テーブルのユーザー情
報を保管する場合は、
それらを組み込む必要
があります。
コードテーブルを使用
する場合は、コード
テーブル・データファ
イルFPTABを組み込ん
でください。

オプション外部オブジェク
ト(LANSA以外)のリスト登録
を使用します。
ファイルの検索にはF20を使
用します。

	

ファイ
ル・デー
タの組み
込み

選択したファイルの
データを組み込みま
す。
通常は、テーブル
VFPPF06/07の開発ユー
ザー・データを出荷し
ないことに注意してく
ださい。

	
	



しかし、ターゲットの
環境で誰もUF_DESGN
が使用できず、フレー
ムワークがセキュリ
ティーのスイッチがオ
ンである場合には、1つ
の管理ユーザーを出荷
すべきです。管理者の
プロファイルはター
ゲットのサーバに存在
するか、作成する必要
があります。
ユーザーがターゲット
の環境でUF_DESGNに
アクセスする必要があ
る場合、ファイルは
データなしで出荷する
ことができ、
UF_DESGNのユーザー
はVFPPF06/07に管理者
を登録することができ
ます。その後に、管理
者はUF_ADMINを使っ
てユーザーを登録でき
ます。

リストを
エクス
ポート

	 CRTSAVFコマンドを使用し
て、エクスポート・リスト
用にセーブファイル
Bnn_ALLを作成してくださ
い。
エクスポート・リストを
セーブファイルに、エクス
ポート･リストの処理メ
ニューのオプション7(=エク
スポート)でエクスポートし
てください。

	



	



WIN3,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動
いくつかのセーブファイルBnn_ALLを物理的に配布する方法がありま
す。

									IBM	i	用のテープ

									IBM	i	用のCD
									PC用のCD
									E-mail

									Webサイトからダウンロード



WIN3,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール

ステップ 必要な作業 方法

IBM	i	サー
バーに
LANSA/AD
をインス
トール

LANSA	CDから
LANSA/ADをインス
トールします。
LANSAシステムが、配
布物を作成したシステ
ムと同じバージョン、
EPCレベルである必要
がある点に注意してく
ださい。

LANSA	IBM	i	オブジェクト
インストールガイドの指示
に従ってください。

	

アプリ
ケーショ
ン・サー
バーに配
布物をイ
ンポート

LANSAインポート機能
を使用して、ターゲッ
ト・マシンの該当区画
にセーブファイル
Bnn_ALLから全てをイ
ンストールします。

LANSAのシステム保守メ
ニューの現行区画へのオブ
ジェクト・インポートオプ
ションを使用します。イン
ポートが成功したことを確
認します。

	

RAMP-TS
オブジェ
クトの復
元

RAMP-TSアプリケー
ションを配布している
場合は、RAMP-TSオブ
ジェクトを復元する必
要があります。

「WIN-RAMP-TS,	Step	3.	配
布ターゲットでRAMP-TS画
面定義をインストール」を
参照してください。

	

非LANSA
オブジェ
クトの復
元

アプリケーションに非
LANSAオブジェクトが
ある場合、ターゲット
システムのIBM	i	の適切
なライブラリに
Bnn_OMnファイルから
全てを復元してくださ
い。

	
	

ソフトウ
エアのイ

インポートログでエ
ラーや警告をチェック
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ンストー
ルを確認

してください。エラー
や警告が見つかった場
合は、続ける前にそれ
らを解決して下さい。
5250で実行するアプリ
ケーションがある場合
は、この段階でテスト
してください。無い場
合は、クライアント側
のセットアップで全て
をテストする必要があ
ります。



WIN3,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WIN4

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。



概要
このチェックリストは、フレームワークのリッチクライアント/サー
バー・アプリケーションを、Windowsサーバーに配布するステップを示
しています。



WIN4,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

スーパーサーバー・
ライセンス

詳細
はhttp://www.lansa.jp/index.htmを
参照ください。

	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WIN4,	Step	2.	ソースシステムで配布物をパッケージ
アプリケーション配布の準備ができたら、次のステップに従ってくださ
い。

ステップ 必要な作業 方法

配布ツー
ルの開始

Visual	LANSAにログイ
ンして配布ツールを開
始してください。

Visual	LANSAを開始して配
布したいアプリケーション
を含むパーティションにロ
グインしてください。
使用するユーザー・プロ
ファイルが、配布オブジェ
クトに対する権限を持って
いるかどうか確認してくだ
さい。
ツールメニューから、配布
ツールコマンドを選択しま
す。Visual	LANSA配布ツー
ルのメイン・ウィンドウが
開きます。

	

配布ツー
ルのアプ
リケー
ションと
パッケー
ジを作成

配布ツールでアプリ
ケーションとパッケー
ジを作成してくださ
い。
テンプレートを使用し
ないでください。

ツールバーのNewのボタン
をクリックするか、アプ
リーションメニューの新規
作成コマンドを選択してく
ださい。
アプリケーションの明細を
入力
OKをクリックします。パッ
ケージを作成するためのプ
ロンプトが表示されます。
パッケージの詳細を入力し
てOKをクリックします。
パッケージのコントロール
パネルが表示されます。

	

配布オプ パッケージの配布オプ オプションボタンをクリッ



ションの
設定

ションを自己解凍Zipに
設定してください。
別の配布オプションを
選択した場合は、この
チェック・リストは機
能しません。

クすると配布オプションの
ウインドーが表示されま
す。

	

パッケー
ジ設定の
指定

									システム/区画定義
の配布

									LANSA実行環境の
配布

									実行環境データ
ベース	サポートの配
布

									実行環境アド	オン
の配布

									Visual	LANSA	サ
ポートの配布

									LANSA	コミュニ
ケーション機能の配
布

									サーバー機能の配
布

									EPC	の配布

パッケージの設定ウィンド
を表示するためにツール
バーのパッケージの設定ボ
タンをクリックします。

	

データ
ベースを
構成

導入されているデータ
ベースの検索をはいに
設定して、他のデータ
ベースオプションを必
要に応じて指定してく
ださい。

例えば、Adaptive	Server
Anywhereをサーバにインス
トールするには:
									導入されているデータ
ベースの検索をはいに設
定

									Adaptive	Server
Anywhereの導入のプロン
プトをはいに設定

	



									DBMSタイプ(DBUT)を
ASAサーバーに設定

									ターゲット・マシンに
インストールするデータ
ソース名(DBII)を指定

									オプションでAdaptive
Server	Anywhereデータ
ベースの組み込み(ASA設
定ボタンをクリックし
て、Adaptive	Server
Anywhereのイメージ
(SQLANYW.ENG)を見付
けてください。)

デスク
トップの
設定

デスクトップの設定を
必要に応じて選択して
ください。

例えば、以下のオプション
が上げられます。

									アプリケーション	フォ
ルダの作成

									コミュニケーション管
理機能のショートカット
の作成

									ライセンスの保守の
ショートカット作成

									ODBC	アドミニスト
レーションのショート
カットの作成

	

どのパラ
メータを
プロンプ
トするか
決定

パッケージがインス
トールされる時にセッ
トアップ・パラメータ
をプロンプトしたい場
合は、パラメータを選
択してX_STARTのプロ
ンプトあるいはセット
アップ中のプロンプト
のオプションをチェッ

例えば、ターゲットのディ
レクトリをオプションにす
る場合は、パラメータをダ
ブルクリックして表示され
たウィンドでセットアップ
中のプロンプトのチェック
ボックスを選択してくださ
い。

	



クしてください。

フレーム
ワーク・
ファイル
の追加

エンドユーザーが
VFPPF06/07のDBMS
テーブルのユーザー情
報を保管する場合は、
それらを組み込む必要
があります。
コードテーブルを使用
する場合は、コード
テーブル・データファ
イルFPTABを組み込ん
でください。

他オプション・タブを表示
します。
ファイルをクリックしま
す。
ファイルを選択し、OKを押
してください。

	

サーバー
側オブ
ジェクト
の組み込
み

アプリケーションの中
のサーバ側の自分のオ
ブジェクト多国語変
数、システム変数、
メッセージファイル、
ファイル、プロセス、
ファンクション、イ
メージなどを追加して
ください。

ツールバーのリポジトリオ
ブジェクトの選択ボタンを
クリックします。
全てのLANSA以外のオブ
ジェクトが、ターゲットマ
シンの正しいインストール
パスに設定されていること
を確認してください。

	

ファイル
のデータ
を組み込
む

選択したファイルの
データを組み込みま
す。
通常は、テーブル
VFPPF06/07の開発ユー
ザー・データを出荷し
ないことに注意してく
ださい。
しかし、ターゲットの
環境で誰もUF_DESGN
が使用できず、フレー
ムワークがセキュリ
ティーのスイッチがオ
ンである場合には、1つ

全てのファイルを選択して
ファイルデータ組み込みボ
タンをクリックしてくださ
い。
データ列の表示が変わり、
ファイルがデータと共に
パッケージに組み込まれる
ことを示します。

	



の管理ユーザーを出荷
すべきです。管理者の
プロファイルはター
ゲットのサーバに存在
するか、作成する必要
があります。
ユーザーがターゲット
の環境でUF_DESGNに
アクセスする必要があ
る場合、ファイルは
データなしで出荷する
ことができ、
UF_DESGNのユーザー
はVFPPF06/07に管理者
を登録することができ
ます。その後に、管理
者はUF_ADMINを使っ
てユーザーを登録でき
ます。

アイコン
の追加

ターゲットマシンに、
パッケージがインス
トールされる時に作成
するショートカットに
使用されるアイコンを
追加してください。

パッケージ制御パネルの
ツールバーのアプリケー
ションアイコンボタンをク
リックしてください。アイ
コンを選択してください。

	

パッケー
ジの保管

定義を保存してくださ
い。

	 	

アプリ
ケーショ
ンにホス
トルート
を組み込
む

パッケージにホスト
ルートとしてサーバ定
義(lroute.datファイル)を
組み込んでください。

Visual	LANSA配布ツールメ
インウィンドから、アプリ
ケーションを選択してコ
ミュニケーション管理機能
のツールバーボタンをク
リックしてください。
LANSAコミュニケーション
管理機能が表示されます。

	



ステップ1で定義したサーバ
のエントリーがあることを
確認してください。
LANSAコミュニケーション
管理機能を閉じてくださ
い。アプリケーションが選
択されていることを確認し
てから、アプリケーション
メニューをクリックして、
パッケージコミュニケー
ション管理オプションを選
択してください。

パッ
ケー
ジの
作成

クリックしてパッケージを作成してくださ
い。
アプリケーション・パッケージはX_PKGSに作
成されます（例えば、C:\Program
Files\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\X_PKGS）。

オプション
メニューで
パッケージ
のチェック
オプション
を選択しま
す。エラー
が見つから
なかったと
いうメッ
セージでな
ければなり
ません。
生成ボタン
をクリック
します。
パッケージ
のコンパイ
ルが完了す
るまで待ち
ます。
使用中の
パーティ
ションで、
全ての

	



RDMLXが
利用可能に
なっていな
いと、いく
つかのdllの
コピーが失
敗したとい
うメッセー
ジが表示さ
れることに
注意してく
ださい。
メッセージ
を無視して
ください。



WIN4,	Step	3.	ターゲットシステムに配布物を移動

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムへ配布
物を移動

パッケージ・フォルダ
の自己解凍Zipファイル
(packagename.exe)をCD
やネットワーク・サー
バーなどのメディアに
コピーしてください。
(注記：パッケージ・
ディレクトリの全部を
コピーしないでくださ
い。)

	 	



WIN4,	Step	4.	ターゲットシステムで配布物をインストール

ステップ 必要な作業 方法

Windows
ユーザー
としてフ
レーム
ワークを
セット
アップ

フレームワークに
サインオンするク
ライアントアプリ
ケーションで使用
する、正しい
Windowsユーザー
とパスワードを
ターゲットの
Windowsサーバー
に設定してくださ
い。
フレームワークの
ユーザー管理を使
用している場合
は、同じユーザー
IDとパスワード
をフレームワーク
に定義してくださ
い。
フレームワークの
パスワードは違い
ますが、Windows
のパスワードは大
文字小文字を識別
することに注意し
てください。フ
レームワークにロ
グオンする際に、
ターゲットの
Windowsサーバー
でパスワードが
チェックされるこ
とを忘れないでく
ださい。

	 	



配布物を
インス
トール

パッケージの.EXEファ
イルを実行してパッ
ケージをインストール
してください。
WinZipの自己解凍機能
(WinZip製品のライセン
スとは別)がパッケージ
を作成したマシンにイ
ンストールされている
場合は、アプリケー
ションが自動的にイン
ストールされます。
インストールが完了す
ると、デスクトップの
設定により、アプリ
ケーションのスタート
アップ・フォルダーが
作成されます。
アプリケーションが利
用可能になります。
インストール中に問題
が生じた場合は、パッ
ケージをインストール
しているディレクトリ
のdpinstal.logとテンポラ
リ・ディレクトリのロ
グをチェックしてくだ
さい。

	 	

サー
バー・ラ
イセンス
を適用

サーバー・システムに
サーバー・ライセンス
を適用する必要があり
ます。

詳細は、クライアントと
サーバー・アプリケーショ
ン配布ガイドのサーバー・
ライセンス、新規ライセン
ス要求、およびライセンス
のインストールを参照して
ください。
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サーバー
のテスト

サーバーが正しくセッ
トアップされているか
テストしてください。

クライアントPCからサー
バーに接続するフォームを
実行します。
エラーがあれば、サーバー
上のx_err.logファイルを精査
してください。

	



WIN4,	Step	5.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WIN-RAMP-TS
RAMP-TSアプリケーションをWindows/IBM	iクライ
アント/サーバー・システムに配布する方法

	

事前作業

配布用にRAMP-TS画面定義を準備

配布ターゲットでRAMP-TS画面定義をインストー
ル

事後作業

	
	
参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。
このチェックリストは、IBM	i	サーバーにWindows	RAMP-TSクライアン
トを配布するときに、チェックリスト/計画シート	=>	WIN3と組み合わ
せて使用してください。



概要
このチェックリストは、チェックリスト/計画シート	=>	WIN3の指示に
従ってRAMP-TSオブジェクトを配布パッケージにどのように組込むか
を示しています。



WIN-RAMP-TS,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

ターゲットのIBM	i	サー
バー上にAxex-TSのライ
センスが必要です。

	 	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。
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WIN-RAMP-TS,	Step	2.	配布用にRAMP-TS画面定義を準備
配布環境では、RAMP-TS画面定義は、通常\aXes\ts\screensという名前の
Axes	Screensフォルダーに保持されています。[プライベート定義フォル
ダ]を使用して画面定義を分割して格納した場合は、Axes	Screensフォル
ダーのサブフォルダーとして表示されます。

ステッ
プ

必要な作業 方法

定義
ファイ
ルの確
認

個々の定義ファイルから削除
されたサンプルまたはテスト
用のスタティックまたはダイ
ナミック・テーブル定義がな
いか確認します。

削除された定義は通常はアプ
リケーションで現在使用され
ていません。また、実稼働環
境に配布すると、エラーが発
生する可能性があります。

プライベート・フォルダー(存在する場合)または
axes\ts\screensフォルダーにあるTables_Static.txtおよび
Tables_Dynamic.txtファイルを開き、不要なテーブル定
義を削除します。

aXes
ファイ
ルの
セー
ブ・
ファイ
ルへの
追加

開発Axes	Screensフォルダー
または任意の関連するプラ
イベート定義フォルダーに
ある次のファイルをセー
ブ・ファイルにコピーしま
す。

									application_definition.css
(plus
application_definition_*.css)

									application_definition.js
									Extension_*.js
									screen_*.js

									screens.jsn
									Tables_Static.txt

まず、CRTSAVFコマンドを使用してセーブ・ファイル
を作成し、次にOS/400保存コマンドを使用してファイ
ルをセーブ・ファイルに保存します。
例えば、次のコマンドは/axesディレクトリのコンテン
ツをセーブ・ファイルに保存します。
SAV	DEV('/qsys.lib/savefilelib.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes'))	

次のコマンドは、/axesおよび/axesdemoディレクトリの
コンテンツを保存します。
SAV	DEV('/qsys.lib/savefilelib.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes')	('/axesdemo'))
	
次のコマンドは、プライベート・フォルダー内の必須
ファイルをセーブ・ファイルに保存します。



									Tables_Dynamic.txt
									Userenv.js

									*.xml
これらのファイルの中に
は、システムに存在しない
ものがある場合がありま
す。
また、アプリケーションで
共有スクリプトを使用して
いる場合は、uf_sy420_rts.js
ファイルを組み込みます。
このファイルは、ts/skins
フォルダーまたはプライ
ベート定義フォルダーにあ
ります。
アプリケーションを英語以
外の言語で表示する場合
は、修正済みのテキスト・
ファイルTexts_Cust_*.txtも配
布する必要があります。
N.scnのような名前の付いた
ファイルが単一の5250画面
定義を表します。通常、こ
れらのファイルは、RAMP-
TSの開発時にのみ使用さ
れ、実行時のターゲット・
システムに配布する必要は
ありません。ターゲット環
境のユーザーに画面定義の
修正を許可する場合にの
み、これらのファイルを配
布パッケージに組み込みま
す。

SAV	DEV('/QSYS.lib/QGPL.lib/RAMPTSF.file')
OBJ(('/axes/ts/screens/MyFolder/application_definition*.css')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/application_definition.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Extension_*.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/screen_*.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/screens.jsn')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Tables_*.txt')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/Userenv.js')
('/Axes/ts/screens/MyFolder/*.xml')
('/Axes/ts/skins/uf_sy420_rts.js'))	TGTRLS(V5R3M0)	
コマンドラインから入力したい場合は、CALL	QCMD
を実行してください。QCMDでF11を押すことで、SAV
コマンドで多くのオブジェクトを入力するスペースを
得ることができます。

	

サー
バー・
パッ

チェックリスト/計画シート
=>	WIN3に戻ります。

	



ケージ
の作成
を続行

	



WIN-RAMP-TS,	Step	3.	配布ターゲットでRAMP-TS画面定義
をインストール

ステッ
プ

必要な作業 方法

ター
ゲッ
ト・コ
ン
ピュー
タへの
Axes-
TSの
インス
トール

Axes-TSをター
ゲットのIBM	i
サーバーにイ
ンストールす
る必要があり
ます。

「IBM	iサーバー上でのRAMP-TS	/	aXes-TSの
インストールと構成」を参照してください。

アプリ
ケー
ショ
ン・
フォル
ダーの
作成

ターゲット・
システムで、
ibm	i	CRTDIR
コマンドを使
用して、
\axes\ts\screens
フォルダーの
サブフォル
ダーとしてア
プリケーショ
ン・フォル
ダーを作成し
ます。

このフォルダーの名前には英数字のみが使用
でき、ブランクは使用できません。

例えばフォルダーMyApplication1を
\axes\ts\screens\フォルダーに作成する場合
は、以下のようになります。
CRTDIR	DIR('axes\ts\screens\myapplication1')

権限の
設定

OS/400
WRKLNKコマ
ンドを使用し
て、フォル
ダー
MyApplication1
にユーザー

WRKLNK	OBJ('axes\ts\screens\	MyApplication1')
を使用し、次にオプション9=Work	with
authorityを使用してフォルダーMyApplication1
に対する権限を表示または変更します。

javascript:void(0);openCHM('lansa050.chm::/LANSA050_0180.htm','main');


*PUBLICの*R
権限のみが含
まれ、それ以
外の権限は含
まれないよう
にします。

テーブ
ルの
ロード

SQLコマンド
を使用してス
タティックま
たはダイナ
ミック・テー
ブルをアプリ
ケーションに
ロードするこ
とができま
す。
aXesサーバー
を実行してい
るユーザー
に、必要な
SQL/データ
ベース・テー
ブルに対する
READ権限が
付与されてい
ることを確認
します。

コマンドは、aXesサーバーを実行している
ユーザー・プロファイル下で実行されます。

そのためには、必要なSQLテーブルに対する
読み取りアクセス権をユーザー・プロファイ
ルに承認する必要があります。このユーザー
には、システム上のその他のデータベースに
対する権限は必要ありません。

aXes定
義を格
納して
いる
セー
ブ・
ファイ
ルの
ター
ゲッ

ターゲット・
システムで、
IBM	i	RSTコマ
ンドを使用し
てaXesファイ
ルをターゲッ
ト・システム
のアプリケー
ション・フォ
ルダーに復元

セーブ・ファイルを復元するには、次のよう
なコマンドを使用します。
RST	DEV('/qsys.lib/v11vlflib.lib/ramptsf.file')
OBJ(('/Axes/ts/screens/MyFolder'	*INCLUDE
'/axes/ts/screens/myapplication1'))
DEVパラメータはセーブ・ファイルの名前と
パスを指定します。
OBJパラメータは、以下を指定します。
									最初に、ファイルの保存元のフォルダー



ト・シ
ステム
への配
布

します。
警告：復元し
たscreens.jsn
ファイルに
は、全ての
RAMP-TS画面
定義が含まれ
ています。
ターゲット・
システム上の
任意のユー
ザーが開発者
または設計者
としてAxesを
起動し、画面
を識別して定
義を保存しよ
うとすると、
screens.jsnファ
イルが発行さ
れます。これ
により、全て
の画面定義が
このファイル
から効率よく
削除されま
す。ただし、
開発者または
設計者が新た
に定義した画
面は除きま
す。このよう
な場合は、
screens.jsnファ
イルを再度復
元する必要が
あります。
このシステム

を指定します。

									*INCLUDEでオブジェクト名のパターン
に一致するオブジェクトを指定します。

									最後に、ファイルの復元先となるター
ゲット・システム上のフォルダーを指定し
ます。



の全てのアプ
リケーション
で使用される
aXes	eXtension
は、個人のア
プリケーショ
ン・フォル
ダーではな
く、ターゲッ
ト・システム
の
axes/ts/screens
フォルダーに
あります。
同一のaXes
eXtensionが
screensフォル
ダーとアプリ
ケーション・
フォルダーに
存在する場合
は、アプリ
ケーション・
フォルダー内
のeXtensionが
優先されます
が、確実では
ないため、ど
ちらのバー
ジョンが使用
されているの
か確認する必
要がありま
す。

IE設定
の確認

RAMP-TSが使
用されている
全てのPCのIE
の設定を確認

この設定が正しくない場合は、次のようなエ
ラーが表示されます。



します。

『RAMP-TSガイド』の「Internet	Explorerのセ
キュリティ設定の確認」を参照してくださ
い。

javascript:void(0);openCHM('lansa050.chm::/L4WRMP01_0045.htm','main');


WIN-RAMP-TS,	Step	4.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

5250画面
定義の変
更をアッ
プデート

RAMPアプリケー
ションに新しい
5250画面の追加
や、既存の画面の
機能の変更を行う
場合には、それら
の変更が再配布が
必要なscreens.jsn
ファイルに反映さ
れます。

このガイドの適切な手順を全てま
たは一部繰り返します。

	

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。

	 	



チェックリスト/計画シート	=>	WIN-RAMP-NL

参照したいダイアグラムの場所でクリックしてください。
このチェックリストは、IBM	i	サーバー(チェックリストWin3)に
WindowsのRAMP-NLクライアントを配布するときに、チェックリスト/
計画シート	=>	WIN2と組み合わせて使用ください。



概要
このチェックリストは、チェックリスト/計画シート	=>	WIN2の指示に
従ってRAMP-NLオブジェクトをWindowsクライアント・パッケージに
どのように組み込むかを示しています。



WIN-RAMP-NL,	Step	1.	事前作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

ターゲッ
トシステ
ムの必要
ライセン
ス

newlookのliteclientライ
センスが、IBM	i	アプリ
ケーション・サーバー
に適用される必要があ
ります。クライアント
システムにライセンス
は不要です。

	 	

サポートさ
れる最低限
の構成(MSC:
minimum
supported
configuration)
の確立

以下を含む、ユーザー
のソリューションでサ
ポートされる最低限の
構成を正式に定義する
必要があります。

									ハードウェア最
小推奨要件

									ソフトウェア最
小推奨要件

									サポートされる
画面解像度

									最低限のネッ
トーワーク機能

									最低限のデータ
量

正式なMSC(サポートされ
る最低限の構成)により以
下のことが可能になりま
す。

									ソリューション全体
のコストに関する決定
を通知する

									ソリューションやこ
れに対するパッチ、
ホットフィックスの配
布時のテストに必要と
なる環境を確立する

									"MSC以下"のソ
リューションを導入す
る際のリスクを経営陣
に認識してもらう

詳細については、『Visual
LANSA	フレームワーク	ガ
イド』の「アプリケーショ
ンのパフォーマンス」を参
照してください。

	

javascript:void(0);openCHM('lansa048.CHM::/lansa/lansa048_0040.htm','main');


WIN-RAMP-NL,	Step	2.	配布パッケージにRAMP-NLのオブ
ジェクトを追加
WIN2のチェックリストの指示に従って作成されたRAMP-NLオブジェク
トを、このステップを実行してクライアントパッケージに組込んでくだ
さい。

ステップ 必要な作業 方法

RAMP-
NLの
LANSA
以外のオ
ブジェク
トを組込
む

RAMP-NLを開発してい
るPCの区画の実行ディ
レクトリからそれらを
組み込んでください。

									VF_SY001_Nodes.XML

									VF_SY001_Nodes_*.JS
(全てのアプリケー
ション・セッション
に対し1つのファイル
があります。)

									VF_SY120.JS
									VF_SY120.HTM

									UF_SY120.JS

他オブジェクト・オプショ
ン・タブを表示します。
LANSA以外のオブジェクト
をダブルクリックしてオブ
ジェクトを閲覧します。
オブジェクトを選択し、OK
を押してください。

	

ネット
ワークカ
ストマイ
ズファイ
ルの組み
込み

newlookのプログラム
ディレクトリ(通常は
Program
Files/looksoftware	8.0)の
オブジェクトもLANSA
以外のオブジェクトと
して組み込みます。

									Newlook.SID

									Newlook.INI
									VF_XP.nlgファイル
									newlookの構成に対
するカスタム・ファ
イル(例として、追加

他オブジェクト・オプショ
ン・タブを表示します。
LANSA以外のオブジェクト
をダブルクリックしてオブ
ジェクトを閲覧します。
オブジェクトを選択し、OK
を押してください。

	



したイメージなど)

NL80.exe
オブジェ
クトの組
み込み
または
newlook
のプログ
ラムファ
イルの
RAMP-
NLパッ
ケージの
組み込み

ターゲットPCに自分で
NL80.exeをインストー
ルするか、newlookを自
動的にパッケージでイ
ンストールできるよう
にnewlookプログラム
ファイルをパッケージ
に組み込む2つのオプ
ションがあります。
正式なNL80.exeで
newlookを自分でインス
トールする場合は、配
布テストは少なくなり
ますが、全てのPCで二
つの個別のインストー
ルを行う必要がありま
す。

newlookインストールアプリ
ケーションNL80.exeを見つ
けて、LANSA以外のオブ
ジェクトとして組み込んで
ください。
このファイルのコピーが無
い場合は、Look	Softwareの
ウェブサイトからダウン
ロードすることができま
す。
または
newlookをRAMP-NLにパッ
ケージします。

	

配布物を
パッケー
ジに続く

WIN2,	Step	2.	ソースシ
ステムで配布物をパッ
ケージのステップに進
んでください。

	 	



newlookをRAMP-NLにパッケージ
このセクションではRAMP-NLパッケージにnewlookのアプリケーショ
ン・ファイルを組み込む方法について説明しています。

ステッ
プ

必要な作業 方法

パッ
ケージ
作成す
るPCに
newlook
がイン
ストー
ルされ
てい
て、正
しく構
成され
ている
ことを
確認

配布パッケージを作
成しようとしている
PCに、newlook	8が
インストールされて
いることを確認して
ください。
ユーザーのPCにこ
のバージョンを配布
することを確認して
ください。

	

newlook
の自動
構成プ
ログラ
ムのダ
ウン
ロード

このプログラムは、
newlookのActiveXコ
ンポーネントをサイ
レントに登録し、
ターゲットPCに
newlookに必要なレ
ジストリキーを作成
します。

newlookディレクトリ(C:\Program	Files\looksoftware	8.0)にダウンロード
してください。
http://chiweb.lansa.com/public/newlook/Support/Misc/NLAutoConfigure.exe

newlook
オブ
ジェク
トの追
加

全てのファイルを、
newlookのルート
ディレクトリ(通常
はC:\Program
Files\looksoftware
8.0)から、パッケー
ジのLANSA以外の

配布ツールのツールバーのリポジトリオブジェクトの選択ボタンをク
リックしてください。
次に、他オプション・タブのLANSA以外のオブジェクトをダブルク
リックしてください。looksoftware	8.0のディレクトリを見つけて、
ディレクトリの全てのオブジェクトを選択してください。
looksoftware	8.0/Tablesディレクトリの全てのファイルにも上記のス
テップ繰り返してください。

http://chiweb.lansa.com/public/newlook/Support/Misc/NLAutoConfigure.exe


オブジェクトのリス
トに追加してくださ
い。
newlookのTableディ
レクトリ(C:\Program
Files\looksoftware
8.0\Tables)の全ての
ファイルも追加して
ください。
newlookの他のサブ
ディレクトリは組み
込まないでくださ
い。

RAMP-NLアプリケーションに関連してlooksoftware	8.0ディレクトリ
に他のファイルを追加している場合は、同様に追加してください。例
えば、ユーザがプリントエミュレーションセッションを使用する場合
は、全ての.nlpファイルをPrintersディレクトリから追加してくださ
い。

newlook
プログ
ラム
ファイ
ルのイ
ンス
トール
パスを
設定

ターゲットPC上の
newlookファイルを
インストールする
ディレクトリを指定
してください。
例えば以下のように
なります。
C:\Program
Files\Application
Name\newlook
directory

looksoftware	8.0のルートディレクトリに組み込まれている全てのファ
イルをハイライトして、ツールバーのインストールパスの設定
をクリックしてください。

次にツールバーの新規のインストールパス
タンをクリックしてください。



導入パスIDフィールドをNLROOTに設定してください。
フィールドをC:\Program	Files\Application	Name\newlookと設定して、
OKをクリックしてください。

NLROOTパスIDをハイライトして、パスの選択
てください。

画面は以下のようになっているはずです。

newlook
tablesの
インス
トール
パスを
設定

newlook/tablesディ
レクトリから、
NLTABLESに組み込
むファイルのインス
トールパスを、上記
のステップを繰り返

導入パスIDフィールドをNLTABLESに設定してください。
フィールドをC:\Program	Files\Application	Name\newlook\Tablesと設定し
て、OKをクリックしてください。
導入パスフィールドにインストールパスをフルに手で入力できない場
合は、ドキュメントに一度タイプして、コピーしてフィールドにペー



して設定してくださ
い。
例えば以下のように
なります。
C:\Program
Files\Application
Name\newlook\Tables

ストしてください。
OKをクリックして、先に進む前にパッケージを保管してください。

パッ
ケージ
に
newlook
のディ
レクト
リを作
成する
ための
指示

配布パッケージに上
記で指定した
newlookディレクト
リを作成するように
指示してください。
そのために、インス
トールを始める前に
MDコマンド(Make
Directory)を実行し
ます。

配布ツールのツールバーの実行するコマンドボタンをクリックしま
す。
導入する前に実行するコマンドタブに、次のコマンドを入力してくだ
さい。次の通りダブルコーテーションを含めることを確認してくださ
い。

	
ALL	MD	"C:\Program	Files\Application	Name"
ALL	MD	"C:\Program	Files\Application	Name\newlook"
ALL	MD	"C:\Program	Files\Application	Name\newlook\Tables"
	
配布ツールは、中間ディレクトリが存在している場合のみディレクト
リを作成するので、中間ディレクトリを最初に作成しなければならな
いことに注意してください。
newlookディレクトリに他のディレクトリを追加する場合は、それら
のディレクトリを作成するために同様にコマンドを追加する必要があ
ります。

パッ
ケージ
に
newlook
の自動
構成プ

必要なファイルをイ
ンストールした後
に、パッケージに
NLAutoConfigure.exe
プログラムを実行す
るように指示してく

導入前に実行するコマンドタブに、次のコマンドを入力してくださ
い。
ALL	Execute	"C:\Program	Files\Application
Name\newlook\NLAutoConfigure.exe"
OKをクリックします。



ログラ
ムを実
行する
ように
指示

ださい。
このプログラムは
newlook	ActiveXコ
ンポーネントを登録
し、newlookのレジ
ストリキーを作成す
ることを思い出して
ください。

	



WIN-RAMP-NL,	Step	3.	ターゲットシステムで配布物をインス
トール
全てのnewlookプログラムファイルをパッケージに組み込んでいる場合
(newlookをRAMP-NLにパッケージを参照)は、newlookとRAMP-NLは自
動的にインストールされます。
newlookを自分でインストールしたい場合は、以下のステップに従って
ください。
警告:開発システムで配布パッケージのテストをしないでください。

ステッ
プ

必要な作業 方法

newlook
のイン
ストー
ルを検
証

ワークステーションにnewlookがインス
トールされていない場合には、区画の実
行ディレクトリ(例として、
X_WIN95/X_LANSA/X_DEM/EXECUTE/)
でnl80.exeを見つけてください。
newlookをインストールするためにこれ
を実行してください。

	 	

RAMP-
NLファ
イルを
newlook
ディレ
クトリ
にコ
ピー

newlookがインストールされたら、以下
のファイルを区画の実行ディレクトリか
ら、newlookのディレクトリ(省略値でイ
ンストールしている場合、Program
Files/looksoftware	8.0	directory)にコピーし
てください。

									Newlook.SID

									Newlook.INI
									VF_XP*.nlgファイル

	 	

注記：IBM	i	サーバーのサイン・オン画面が開発環境のサイン・オン画
面と一致していることを確認してください。画面を識別するためにユー
ザー名とパスワードのフィールドを使用していた場合は、通常、その
フィールドは画面上の同じ位置に表示されます。同じ位置に表示されな
い場合は、ターゲット・システムのサイン・オン画面についてnewlook
画面のオーバーライドを定義する必要があります。



WIN-RAMP-NL,	Step	4.	事後作業とその他の考慮点

ステップ 必要な作業 方法

バック
アップと
リカバ
リー方針

ターゲットシステムで
定期的なバックアップ
とリカバリーの方針を
作成すべきです。

	 	

保守方針 VLFアプリケーション
の変更を配布する方法
を工夫してください。
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